
閑
蚕
ω
仔
Φ
器
ω
改
革
と
結
目
。
ω

ム目

阪

学
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【
要
約
】
　
〉
夢
α
選
鉱
民
主
政
の
成
立
過
程
を
追
求
ぜ
ん
と
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
貴
族
制
下
に
於
け
る
民
主
政
の
葡
芽
的
な
諸
要
素
が
、
B
．
C
．
六
世
…

紀
の
変
革
期
に
如
何
に
継
承
さ
れ
・
発
展
し
た
か
と
い
う
点
髪
察
の
誕
を
お
い
た
・
そ
の
身
受
民
叢
が
区
良
馬
議
会
の
葺
の
重
。
Q
・
の
支
…

配
憲
味
し
・
要
義
勢
に
よ
・
て
ぎ
α
琶
の
民
姦
が
確
立
さ
れ
た
・
と
い
　
養
的
な
史
実
よ
り
出
発
し
・
巻
藁
の
脚
あ
三
つ
の
肇
航

＾
歪
・
曇
・
・
驚
に
お
い
漏
何
遍
互
に
関
連
・
て
い
・
か
・
更
に
遡
・
て
・
れ
ら
の
・
雪
・
・
が
濃
禦
で
如
饗
・
形
で
存
続
・
た
か
・
芒
…

∵齢　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

剛
　
序

言

　
囲
一
Φ
一
日
。
け
プ
①
コ
創
ω
は
B
．
　
C
．
　
六
二
一
紀
末
に
℃
財
団
扇
網
ザ
卑
（
’
皿
屠
獄
的
闘
都
族

制
か
ら
地
縁
駒
十
部
族
制
へ
）
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政
を
確

立
し
た
人
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ア
テ
ナ
イ
政
治
史
に
於
け
る
彼
の
地
位

は
民
主
政
の
確
立
老
と
い
う
点
に
あ
る
、
と
す
る
見
解
は
今
日
で
は
定
説
と
な

っ
て
い
る
・
と
い
っ
て
よ
や

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
民
主
政
つ
ま
り
二
〇
〇
ヨ
。
ζ
p
怠
p
と
億
「
（
覇
構
霧
の
一
（
㌘

㌶
o
り
。
」
の
意
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
創
9
昌
。
。
・
に
は
一
二
っ
の
意
味
が
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
区
の
意
で
あ
り
、
一
つ
は
民
衆
の
意
で
あ
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
は
甕
会
の
意
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
こ
れ
ら
三
義
の
（
頴
ヨ
。
ω
と
H
白
①
挙

泣
6
博
伽
。
。
改
革
の
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
改
革
・
の
歴
史
的
意
義

を
研
究
し
よ
う
と
思
う
。

　
さ
て
そ
の
場
舎
、
（
回
α
影
o
H
自
㌶
貯
が
自
9
さ
。
・
（
民
衆
）
の
交
配
で
あ
り
、
岱
刷

ヨ
。
ω
（
民
会
）
の
支
配
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
島
B
o
。
。

（
区
）
の
支
躍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
冨
説
明
し
て
お
か
ね
ば
な
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昏
な
い
傷
国
威
6
・
夢
窪
甜
改
革
以
後
、
区
民
（
翫
ヨ
。
㌫
ω
）
ぽ
翫
諺
霧
一

け
甑
菖
鴇
1
も
げ
瓢
α
l
b
o
ぱ
ω
と
い
う
組
織
に
よ
っ
て
上
州
の
市
民
（
℃
○
澤
個
ω
）

と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
臨
目
類
○
の
（
区
）
は
国
家
の
地
方
行
政
組
織
の
末
端

　
　
・
　
　
　
　
⑤

を
形
成
し
て
い
た
。
然
し
乍
ら
、
亀
ヨ
。
ψ
（
区
）
は
同
寸
に
自
治
団
体
で
あ
り
、

独
自
の
総
会
（
ミ
。
裏
）
や
共
有
財
産
を
持
ち
、
区
民
の
中
か
ら
区
長
（
黛
な
黛
㌣

ぎ
の
ソ
財
務
官
（
器
ミ
ミ
y
監
督
官
（
＆
象
ミ
へ
）
等
の
役
人
が
選
鵬
さ
れ
、
区

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

長
が
区
政
の
運
営
を
摺
卜
し
て
い
た
。
自
α
白
。
。
。
（
区
）
の
制
度
の
か
か
る
斑
主
的

性
格
は
民
同
臥
ω
夢
①
⇒
騨
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
引
明
⇒
o
ξ
簿
冨
の
ヨ
8
憎
o
o
o
。
・
－

　
　
　
　
　
　
⑦

ヨ
。
ω
で
あ
っ
た
。
烏
ヨ
。
ω
（
区
）
に
於
け
る
自
治
精
神
が
α
門
真
。
ξ
簿
㌶
の

支
柱
を
為
し
て
お
り
、
民
主
政
が
亀
諺
○
ω
（
区
）
の
麦
配
で
あ
る
と
い
う
の

は
か
か
る
意
味
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
罠
主
政
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
囚
亙
。
・
島
Φ
⇒
副
改
革
に
お
い
て
、

三
つ
の
亀
難
。
ω
が
如
何
な
る
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
。
先
ず
こ
の
点
か
ら

考
察
を
進
め
．
た
い
と
思
う
。

①
　
じ
謬
。
昌
σ
Q
虜
o
P
燦
．
》
○
鼠
o
o
プ
一
。
・
自
さ
O
o
鷲
三
〇
葺
ρ
も
6
’
卜
⇒
μ
9
膨
プ
器
㌣

　
げ
震
α
q
”
○
甑
σ
q
ぎ
。
階
。
団
α
¢
ヨ
O
g
霧
《
（
国
♂
8
叫
昼
H
）
”
ワ
給
。
。
、
㎝
ミ
鴇
村

　
川
堅
太
郎
『
ギ
リ
シ
ャ
研
究
入
門
』
や
一
〇
。
餅

②
国
霧
。
鐸
8
。
ぎ
y
O
二
㊦
。
財
置
。
冨
≦
岸
冨
。
冨
津
。
。
－
償
●
O
o
ω
亀
ω
昌
9
諾
－

　
σ
q
Φ
ω
o
田
。
げ
富
窯
。
。
凶
q
縁
℃
Φ
誘
①
羅
①
鉾
Q
り
．
卜
◎
O
b
⊃
．

③
Q
。
。
ぎ
①
隷
び
く
‘
U
㊦
ヨ
○
貯
拶
仲
β
（
園
曾
一
潟
．
Q
D
償
℃
℃
一
．
目
）
Q
D
転
。
。
蒔
①
脅

④
臣
ξ
§
ぴ
銭
σ
q
”
＜
‘
U
霞
Q
。
陸
舞
け
臼
同
○
ほ
。
9
。
欝
r
Q
Q
．
．
。
。
り
●

⑤
区
ぽ
徴
税
組
織
（
ぐ
墨
き
抄
静
㎝
）
、
徴
兵
組
織
（
℃
G
・
㍉
u
。
ヨ
．
け

　
⑦
1
圃
）
．
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

⑥
（
筍
営
8
（
区
）
の
機
能
の
概
略
は
区
会
決
議
碑
文
（
号
霧
。
鍵
鵠
σ
Q
？

　
毒
ヨ
瑠
O
o
冠
喝
窃
H
霧
錠
二
重
9
三
B
＞
簿
8
ρ
⊇
導
　
［
◇
H
．
｝
】
目
鮒

　
α
刈
O
I
研
O
ρ
目
く
ト
Ω
、
朝
露
ぴ
一
⊆
η
Q
。
刈
σ
）
　
か
ら
窺
え
る
。
区
会
で
は
（
セ
誘
㍉

　
繕
ぎ
嶺
蒜
嚇
き
b
蟷
〔
ρ
H
。
〉
・
H
H
封
切
Q
。
9
）
決
議
（
も
献
ミ
曇
9
〔
ρ
H
曾
｝
踏
鮒

　
朝
Q
。
り
〕
－
一
Q
D
胤
司
り
三
焦
Q
H
二
二
ド
凸
〉
を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
碑
交

　
史
料
の
上
で
は
．
顕
彰
事
業
が
主
で
あ
る
。
諸
役
職
と
し
て
史
料
に
み
え
る

　
も
の
に
象
交
黛
良
。
の
〔
ρ
H
●
諺
．
H
H
囲
㎝
Q
。
り
レ
醜
窟
ミ
ミ
〔
O
H
．
跨
■
目
誤
G
◎
㎝
冒

　
＆
悩
ぜ
。
へ
〔
ρ
H
幽
｝
」
H
鮒
鵯
H
〕
＼
h
曽
璃
〔
O
H
．
〉
聾
膝
ド
胡
。
。
O
〕
讐
誉
9
な
㌃
9
胡
誇

　
〔
ρ
H
ゆ
鋭
H
く
ト
⊃
姻
G
。
刈
菖
、
工
臨
駐
Q
嚇
〔
ρ
H
．
》
．
同
く
’
N
㎝
○
。
亟
。
難
o
Q
｝
・
羅
．
鐙

　
愉
歴
○
」
H
・
，
一
お
①
〕
”
鳶
9
謀
ぎ
琶
哨
〔
ρ
H
幽
鋭
H
＜
的
扇
○
。
Q
。
σ
新
Q
Q
団
に
弊
・
鷲
ρ
一
－
H
．

　
○
●
員
笛
押
卜
◎
O
㎝
〕
）
等
が
あ
る
。
各
鳥
伽
羅
O
・
。
（
区
）
は
各
々
　
誌
さ
ミ
笥

　
～
o
為
9
〔
O
．
H
■
誕
・
H
H
同
㎝
Q
◎
Φ
〕
を
持
ち
、
そ
れ
が
区
民
の
信
仰
の
中
心
と
な

　
っ
て
い
た
（
た
と
え
ば
い
9
日
唱
零
。
自
u
。
区
の
場
合
〔
○
・
ピ
｝
嵩
ど
切
。
。
b
ひ
…

　
㍗
き
譜
へ
題
。
認
。
脊
恥
℃
彩
⇔
e
q
ミ
ミ
動
昌
㌃
警
ミ
㍍
騎
㌃
㌶
慧
織
ミ
〕
）
。
　
神
官

　
（
書
§
。
へ
。
♪
§
・
旦
警
・
§
〔
ρ
H
＞
・
以
回
娠
。
。
ご
）
は
庸
斌
教
活
動
（
た
と

　
え
ば
レ
。
ぴ
o
H
p
ρ
霊
区
の
場
合
〔
ρ
屑
ン
「
同
H
押
m
Q
Q
ご
勲
凧
驚
§
へ
響
禽
魅
畠
鳶
禽
州
8

　
黙
抜
阜
漠
讐
『
軸
、
徽
働
ミ
勲
↓
輸
．
N
荊
§
、
癒
〕
）
の
外
、
　
そ
の
神
殿
の
管
理
（
神

殿
財
灘
の
貸
出
し
〔
驚
喜
へ
・
ミ
ρ
H
■
第
H
一
ど
零
。
。
〕
等
）
を
司
っ
た
。

　
o
轡
類
鍵
唱
。
園
磐
ω
・
く
■
鋤
瓠
鳶
黛
も
R
o
の
脅

⑦
9
三
二
ト
郎
讐
O
窪
さ
ξ
㌶
一
p
夢
。
○
○
〔
騨
§
〔
＝
ぎ
閏
器
。
ノ
＜
○
巳
9

　
娼
』
ρ
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Kleisthenas改革とclemOS（合阪）

二

国
霞
ω
聾
綴
改
革
と
ぽ
簑
O
ω

一
滴
♂
勝
夢
①
鼠
。
。
改
革
の
構
造
f

　
開
蚕
。
・
夢
。
臨
ω
改
革
の
内
容
は
諺
鼠
簿
。
け
。
謡
。
。
の
「
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
」

（、

ﾊ
㌻
．
自
o
N
■
）
“
っ
劉
b
。
b
。
そ
の
他
の
史
料
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
区

制
の
設
匿
、
新
部
族
制
、
五
百
人
会
、
。
。
葺
餌
鵠
σ
Q
o
一
の
新
設
、
，
◎
ω
貯
巴
凱
ヨ
8
等

の
蔀
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
の
諸
改
革
を
戸
々
別
々
の
も
の
と

し
て
で
な
く
、
全
体
と
し
て
何
ら
か
の
統
一
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
る
時
、
つ
ま

り
国
寄
諺
ω
夢
㊦
揖
謝
改
革
を
一
つ
の
体
系
と
し
て
考
え
る
時
、
ど
の
改
革
が
主

で
あ
り
、
ど
の
改
革
が
従
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
問
題
は

更
に
鳥
似
巨
。
ω
．
改
革
と
唱
げ
覧
㈲
改
革
の
関
係
に
絞
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
の
他
の
諸
改
革
は
こ
の
二
つ
程
重
要
で
な
“
も
の
、
又
は
、
こ
の
二
つ
の
い

ず
れ
か
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
つ

の
改
革
・
の
中
、
ど
ち
ら
が
中
心
朗
で
、
ど
ち
ら
が
副
次
酌
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
が
開
｝
鉱
の
寡
o
H
お
①
改
革
の
構
造
を
究
め
る
中
心
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　
先
ず
原
史
料
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
傾
聴
す
る
に
、
類
理
。
畠
簿
。
ω
ぐ
．
①
㊤
は

「
青
雲
名
を
変
え
る
と
共
に
、
…
…
四
つ
あ
っ
た
の
を
廃
し
て
…
…
、
区
も
…

…
部
族
に
配
分
し
た
」
と
い
い
、
｝
弓
謎
ざ
富
翫
ρ
、
駆
整
自
。
N
』
一
歯
～
鳥
は
「
先

ず
（
討
も
e
唖
e
℃
）
全
人
罠
を
四
つ
の
部
族
の
代
り
に
十
の
部
族
に
分
っ
た
…
…
次

に
（
喚
§
へ
餐
）
在
来
の
四
百
人
の
代
り
に
五
百
人
の
評
議
会
を
設
け
…
…
彼
は

ま
た
金
国
土
を
数
区
よ
り
成
る
三
〇
の
部
分
に
分
ち
…
…
各
々
の
区
の
住
民
を

区
民
に
し
た
］
と
述
べ
、
両
者
共
に
｝
）
ど
・
間
改
革
を
第
一
に
あ
げ
、
（
｝
昌
甲

8
8
扇
。
。
は
こ
れ
に
続
い
て
五
百
人
会
と
窪
一
算
嵩
制
に
触
れ
）
、
最
後
に
区
の

制
度
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
記
述
に
基
い
て
、
近
代
の
多
く
の
研

炎
家
も
彼
の
改
革
・
の
申
心
を
｝
）
｝
藁
翫
改
革
と
考
え
、
穴
δ
謎
窪
2
諭
ω
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ば
言
置
α
改
草
と
呼
数
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
然
し
他
方
、
δ
魚
ω
夢
窪
副

改
革
に
於
け
る
（
衝
姿
。
。
。
組
織
に
注
卜
し
、
こ
れ
が
彼
の
全
改
革
の
基
礎
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
罷
四
諺
。
需
は
閑
冨
富
欝
。
昌
α
。
・
の
面
変
の
基
礎

は
、
国
土
及
び
市
民
権
の
＾
萄
ヨ
9
及
び
磁
ζ
】
a
へ
の
醗
分
で
あ
る
と
し
て
、

こ
の
二
つ
の
改
革
を
同
時
に
あ
げ
て
い
る
。

　
麟
一
9
ω
夢
象
翻
が
区
制
を
設
齢
し
た
時
、
つ
ま
り
（
一
α
工
費
改
革
を
断
行
し

た
時
、
彼
は
島
α
諺
霧
（
区
）
に
一
一
重
の
性
格
を
賦
与
し
た
。
　
一
つ
は
自
治
共

同
体
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
一
つ
は
圏
家
移
出
血
織
の
末
端
と
し
て
の
そ
れ

　
　
　
④

で
と
あ
る
。

　
ズ
蚕
・
。
夢
。
ゆ
α
。
・
は
こ
の
自
α
ヨ
。
。
。
（
区
）
を
数
鰯
あ
つ
め
て
錠
帥
窪
鴇
と
し
、

こ
れ
ら
の
窪
潔
3
・
。
・
を
℃
簿
惹
凱
簿
（
海
岸
）
ヨ
塁
○
α
登
。
鑓
（
奥
地
）
、
霧
¢
（
中

心
市
附
近
）
の
三
地
域
に
各
々
一
〇
偶
、
玉
無
○
儒
設
け
た
。
そ
の
上
で
彼
は
上

の
三
つ
の
地
域
の
ヰ
霧
σ
弱
の
各
々
一
つ
づ
つ
、
計
一
二
つ
か
ら
一
つ
の
℃
プ
覧
釧

を
作
っ
た
。
か
く
し
て
出
来
た
覧
憂
δ
は
全
く
地
縁
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
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ら
、
こ
こ
に
血
縁
的
四
都
族
棚
か
ら
地
縁
的
十
部
族
制
へ
の
改
変
が
完
成
し
た
、

こ
の
挫
は
菖
《
ω
制
を
媒
介
と
す
る
地
縁
的
部
族
の
設
立
が
覧
受
葡
改
革
と
よ

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
こ
の
二
つ
の
改
ム
単
の
う
ち
ど
ち
ら
を
根
源
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
今
℃
げ
唄
識
改
革
を
中
心
と
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
二
会
、
℃
ン
覧
伽

を
地
縁
的
十
部
族
に
す
る
変
革
は
、
三
〇
郷
の
「
ユ
3
部
族
」
（
つ
ま
り
電
馨
）
，
。
・

一
こ
れ
は
血
縁
的
な
ま
と
ま
り
で
は
な
く
、
地
縁
的
な
そ
れ
で
あ
る
）
を
設

け
、
そ
れ
に
い
く
つ
か
の
烏
ヨ
。
。
・
を
含
め
、
そ
の
区
民
は
血
縁
的
に
で
は
な

く
、
地
縁
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
即
ち
住
民
が
そ
の
ま
ま
区
民
と

な
っ
た
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
℃
プ
覧
個
一
↓
叶
瓢
穽
誘
…
↓
（
嶺
B
o
。
。
と

い
う
論
理
の
推
移
、
（
．
徽
㌻
●
　
鵠
。
淘
●
　
ひ
。
り
I
b
り
～
軽
）
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
然
し
こ

の
晃
地
か
ら
し
て
は
、
最
後
の
畠
影
○
。
。
が
国
家
の
地
方
組
織
で
あ
る
外
に
、

自
治
組
織
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
は
生
れ
て
こ
な
い
。
従
っ
て

こ
の
考
え
で
は
図
一
2
切
夢
野
α
。
。
改
革
全
体
を
構
造
的
に
掘
訂
す
る
こ
と
は
失

敗
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
逆
に
、
翫
ヨ
。
ω
改
革
こ
そ
彼
の
改

革
の
中
核
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
地
縁
的
十
部
族
制
が
派
生
し
た
と
考
え
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
O
釧
溝
。
。
。
－
＃
葺
誘
一
↓
℃
プ
》
、
脳
と

い
う
風
に
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
丙
一
①
冨
9
0
滋
。
。
は
先
ず
多
数
の
自
治
共
卦
体
と

し
て
の
二
尊
○
ω
を
確
定
す
る
こ
と
よ
り
出
発
し
、
そ
の
よ
う
な
腿
体
の
集
合

と
し
て
の
国
家
を
作
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
血
創
ヨ
3
の
趨
治
組
織
を
そ
の

ま
ま
黒
身
全
体
に
拡
大
す
る
た
め
に
℃
｝
ジ
．
扇
改
革
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
、

と
。
　
一
つ
の
喜
覧
α
が
五
韓
人
会
に
幽
席
さ
せ
た
五
〇
人
の
代
表
は
各
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

市
民
数
に
応
ず
る
よ
う
に
比
例
代
表
湖
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
意
味
で
は
五
颪
人
会
は
自
治
共
澗
体
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
市
畏
（
§
N
ゴ
眺
）
は
先
ず
区
幾
（
シ
ミ
ぎ
適
）
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
市
襲
た
り
得
、
住
民
の
区
民
へ
の
加
入
は
区
の
総
会
で
決
め
ら
れ
た
こ
と

（－

m
阜
§
O
N
噛
蒜
鱒
一
一
　
邸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
）
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
三
ヴ
・
扇
の
存
啓
よ
り
も
先
に
〔
扇
ヨ
。
加

の
存
在
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
嘉
実
を
物
語
っ
て
は
い
ま
い
か
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
組
織
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
（
蚕
つ
つ
⑳
（
匿
）
は
宿
継
共
阿
体
で
あ
る
と
同

臨
に
圏
家
の
地
方
組
織
で
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
次

に
述
べ
る
｝
）
】
受
窃
の
機
能
及
び
他
国
の
麟
変
と
の
比
較
か
ら
確
認
し
得
る
と

思
う
。

　
民
主
政
期
の
覧
控
壁
は
α
α
ヨ
。
の
（
区
）
　
と
岡
様
に
そ
の
総
会
（
細
ざ
ミ
）

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
も
ち
、
そ
こ
で
は
喜
冠
α
に
関
す
る
こ
と
が
秘
密
投
票
で
（
壼
畠
窃
葦
）
決

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

せ
ら
れ
た
。
ま
た
各
妙
ξ
漏
は
毎
年
（
糞
．
伽
ミ
察
＆
宥
隻
津
渦
・
類
・

　
　
⑪

婁
N
曽
を
選
び
、
．
彼
ら
が
唱
9
・
頴
の
活
動
を
指
導
し
た
。
そ
の
外
、
℃
9
・
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
そ
の
所
有
物
の
貸
塾
し
も
行
っ
た
し
、
ま
た
宗
教
的
に
も
ま
と
ま
っ
た
麟
体

　
　
　
⑬

で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
機
能
は
上
で
み
た
島
筥
8
の
そ
れ
と
全

く
岡
じ
も
の
で
あ
り
、
弓
ゴ
胤
α
は
（
衝
⇒
岳
の
縮
図
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
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然
し
亀
屋
。
ω
（
区
）
の
そ
の
よ
う
な
機
能
は
後
に
み
る
如
く
、
漆
2
暮
ヴ
。
籔
ω

以
前
の
傷
釧
ヨ
。
。
。
（
村
落
共
黒
体
）
に
も
存
在
し
た
の
に
対
し
、
地
縁
的
℃
げ
覧
釧

は
囚
互
。
。
夢
①
鴇
ω
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紐
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
峯
雫

『
9
。
鼠
。
。
下
畑
に
於
け
る
＾
観
雲
霧
（
区
）
と
皇
胤
α
の
機
能
の
同
一
性
は
、

前
者
を
基
礎
と
し
て
後
者
が
組
織
さ
れ
た
と
考
え
る
外
な
く
、
下
受
団
の
原
型

は
す
で
に
裂
き
。
。
。
の
中
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
℃
ξ
頴

改
革
の
基
礎
が
瓢
α
影
。
ω
改
革
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
践
一
鼠
。
。
夢
窪
侮
ω
改
革
が
（
描
ヨ
。
。
。
改
革
よ
り
娼
発
し
た
こ
と
は
他
国
の
制
度

と
の
比
較
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
島
露
。
ω
が
そ
の
慮
治
共
同
体
と
し
て
の
性

格
を
保
持
し
つ
つ
、
同
時
に
国
家
に
統
合
さ
れ
て
行
く
過
程
は
、
次
元
は
異
る

が
、
笛
理
。
鳥
0
8
ω
H
回
刈
O
に
典
型
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

哲
学
者
の
目
導
観
ω
は
、
ペ
ル
シ
ア
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
に
「
H
9
回
貯
が

一
つ
の
議
事
堂
（
恥
。
気
。
旨
普
へ
S
）
を
持
ち
、
そ
れ
が
日
。
α
ω
に
あ
り
（
8
①
α
ω

は
回
α
巳
ρ
の
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
）
、
他
の
諸
も
。
譲
は
あ
た
か
も
島
ヨ
。
ω

で
あ
る
か
の
如
く
み
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
勧
め
た
。
」
こ
の
よ
う
な
過
程
で

実
際
に
多
数
の
＾
嵌
営
○
ω
乃
至
℃
o
｝
駿
か
ら
一
つ
の
唱
。
寓
ω
が
形
成
さ
れ
た

例
は
国
に
ρ
○
ケ
・
簿
ロ
。
ω
讐
涛
げ
。
Ω
○
。
。
噛
潟
α
。
。
讐
Q
o
穽
貿
ポ
び
¢
ω
σ
o
ω
な
ど
に
み
ら

れ
る
。
甥
｝
6
瓢
。
ω
で
は
ヒ
d
’
O
．
心
旨
ム
O
刈
年
に
同
巴
図
ω
o
。
・
Ψ
じ
ぢ
α
o
ρ
O
ρ
ヨ
貯
。
。
。

の
三
市
が
新
市
菊
げ
＆
o
ω
に
集
っ
て
一
つ
の
℃
o
駐
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

際
、
元
の
諸
市
は
出
来
る
限
り
そ
の
自
治
を
保
持
し
続
け
た
。
ま
た
国
｝
貯
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
こ
づ
O
．
腿
お
年
頃
に
多
く
の
禽
ヨ
。
⑳
か
ら
（
㍗
司
重
曹
＆
珪
マ
）
一
つ

の
℃
o
冨
を
作
る
変
革
が
斑
主
的
運
動
の
中
で
行
わ
れ
、
費
族
的
秩
序
の
親
旧

を
も
た
ら
し
、
而
も
そ
の
際
に
地
縁
的
十
部
族
制
と
五
頁
人
会
（
恥
ε
ミ
）
が

　
　
　
　
　
　
⑭

設
け
ら
れ
て
い
る
。
〉
仲
岳
臼
の
｛
自
。
帥
の
窪
○
滋
ω
改
革
も
こ
の
よ
う
な
過
程
の

一
つ
の
例
と
解
す
る
な
ら
、
彼
の
改
革
の
中
心
は
犠
2
0
ω
に
自
治
共
同
体
と

地
方
行
政
組
織
の
二
つ
の
性
格
を
与
え
た
こ
と
、
つ
ま
り
（
面
ゴ
。
コ
。
改
革
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
我
々
々
は
、
か
か
る
不
治
共
岡
体
が
古
く
は
鳥
α
ヨ
。
ω
や
犀
a
目
5
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
呼
ば
れ
た
外
に
℃
○
罵
ω
と
も
呼
ば
れ
た
事
実
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
こ
の

こ
と
は
、
勺
。
凱
。
。
（
照
家
）
の
出
発
点
が
℃
9
ジ
（
自
治
共
心
体
）
で
あ
っ
た
こ

と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
、
－
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
困
燈
2
ω
夢
。
菰
ω
，
改
革
が
α
α
影
。
。
。
改
革
を
董
礎
と
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
従
来
の
多
く
の
研
究
家
が
図
8
雛
夢
¢
畠
ω
改

革
の
中
心
を
滋
受
扇
改
革
に
鷺
い
た
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
　
確
か
に
、
上

に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
賊
難
は
（
笛
ヨ
。
㏄
組
織
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

構
造
的
に
は
繕
事
。
ω
改
革
が
基
礎
で
あ
り
、
℃
ど
・
扇
改
革
は
そ
れ
に
・
田
来
す

る
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
然
し
乍
ら
、
℃
該
・
野
盗
革
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
島
B
O
ω
組
織
が
全
国
家
的
組
織
に
迄
拡
大
さ

れ
た
こ
と
、
　
つ
ま
り
℃
｝
ヴ
．
届
組
織
は
自
α
影
畠
組
織
を
し
て
℃
o
顕
ω
組
織
た

a29 （129）



ら
し
め
る
機
能
を
ほ
た
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
民
冨
δ
昏
①
電
離
改
革
が

一
つ
の
統
一
あ
る
全
国
家
的
な
改
革
と
な
り
得
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
囚
｝
巴
ω
，

些
§
釧
ω
改
革
中
に
占
め
る
”
げ
胤
創
改
革
の
意
義
は
軽
視
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
、

こ
の
組
織
に
よ
っ
て
、
実
に
、
地
縁
的
原
理
が
十
分
生
か
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
囚
出
訴
些
○
昌
創
の
改
革
の
中
心
は
、
構
造
的
に
み
れ
ば
◎
伽
ヨ
。
ω
改
革

で
あ
り
Y
機
能
的
に
み
れ
ば
覧
受
扇
改
革
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
改
革
が
根
側
的
に
働
き
合
っ
て
、
島
営
。
。
・
の
自
治
組
織

の
℃
o
目
の
的
段
階
に
於
け
る
実
現
と
い
う
囚
8
雛
9
①
⇔
α
ω
改
革
の
基
本
構
造

を
現
実
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
自
治
組
織
の
娼
。
箭
的
段
階
に
於
け
る
実
現
は
民
会
に
お
い
て

典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
民
会
で
の
裁
決
が
個
々
の
糊
張
者
の
投
票
に
よ
っ
て

為
さ
れ
、
　
ロ
ー
マ
の
o
O
足
堅
ρ
窪
尋
舞
ρ
の
如
く
碕
8
ロ
ω
毎
の
投
票
で
な

　
　
　
　
⑱

か
っ
た
こ
と
は
個
人
個
人
の
権
利
が
そ
の
ま
ま
国
政
に
反
映
す
る
よ
5
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
百
人
会
の
評
議
員
の
区
民
数
に
よ
る

比
例
代
袈
制
的
選
出
は
各
個
人
の
意
志
が
臨
欝
。
。
・
（
区
）
の
代
表
を
通
じ
て

平
等
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
五
百
人
会
の
組

織
が
民
会
と
構
造
上
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
頃
δ
冨
9
0
篇
ω
改
革
に
お
い
て
は
、
金
市
民
の
意
志
と
し
て
の
民
会

（
鳥
創
B
O
も
n
）
が
評
議
会
（
葡
o
c
き
）
の
背
景
と
な
り
、
国
政
の
中
枢
と
な
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
あ
る
。
事
実
、
開
器
霜
げ
Φ
β
似
。
。
改
革
以
後
こ
の
民
会
が
国
政
審
議
、
国
家
裁

梅
国
家
行
麺
の
権
限
の
諏
と
し
て
の
・
民
議
の
忠
機
閣
と
し
て
の
機
能

を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
地
方
の
自
治
共
船
体
（
（
一
α
ヨ
O
。
。
）
か
ら
民
会
（
喝
9
冨
）
へ
と
い
、
）

閤
ざ
勝
夢
Φ
回
謡
ρ
改
革
の
構
造
を
ア
テ
ナ
イ
の
歴
史
に
即
し
て
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
そ
の
場
合
、
囚
図
無
財
魯
騨
改
革
が
何
よ
り
も
貴
族
制
国
民
を
倒
し
て
鷹
町

政
蟹
家
を
樹
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
事
憶
を
考
慮
す
る
蒔
、
そ
れ

と
同
方
向
に
向
っ
て
試
み
ら
れ
た
Q
り
。
δ
鄭
の
改
革
と
男
魚
ω
富
窪
鋒
○
。
。
の
凡
主

政
が
中
心
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
に
入
る
に
先
立
ち
、
彼
ら
に
よ
っ
て
否
定
さ

る
べ
き
貴
族
制
漁
家
の
持
徴
を
概
観
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
貴
族
制
国
家
は
政
治
・
国
鰯
的
な
蒲
か
ら
み
れ
ば
、
貴
族
と
雰
貴
族
と
か
ら

成
立
っ
て
い
て
、
調
家
の
政
治
は
前
者
の
独
占
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
中
心
甫

（
ρ
。
・
蔓
）
に
住
み
、
習
§
、
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
氏
族
に
暫
し
血
縁
的
な
ま
と

院
ま
り
を
持
っ
て
い
た
（
政
治
が
血
縁
的
原
理
に
貫
か
れ
て
い
た
と
は
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
指
す
）
。
後
者
は
濁
圏
部
（
卸
σ
q
『
o
ω
）
に
苛
み
、
氏
族
か
ら
ば
除
外
さ
れ
て
い

　
た
。
他
方
、
満
会
・
経
済
的
な
西
か
ら
み
る
と
、
貴
族
は
領
主
で
あ
り
、
非
貴

族
は
弓
鋸
（
息
§
”
§
ミ
ミ
）
父
は
宿
由
昆
（
自
由
農
民
、
商
工
業
者
）
で

あ
っ
た
。
非
貴
族
の
中
に
後
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
今
田
で
は
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
昆
会
を
構
哉
し
て
い
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の

　
で
、
費
族
制
祉
会
を
単
純
に
「
地
主
と
。
・
①
犠
の
社
会
偏
と
考
え
る
の
は
誤
り
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で
あ
ろ
勧
さ
て
こ
の
よ
う
蔭
級
霜
異
蟻
域
的
霜
異
に
も
奮
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
。
平
地
は
貴
族
の
所
有
地
で
あ
り
、
農
民
は
山
の
傾
斜
面
に
居
住
す
る
。

霧
蔓
に
住
む
貴
族
は
§
勲
ミ
（
平
地
）
を
所
有
し
、
そ
こ
を
農
奴
に
耕
作
さ
せ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
地
以
外
で
は
自
顧
民
が
村
落
共
同
体
（
鳥
海
巳
○
。
。
）

　
　
　
　
　
　
⑳

を
形
成
し
て
い
た
。

　
以
上
は
や
や
理
想
型
化
さ
れ
た
貴
族
制
圏
象
の
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
族
麦
配
の
細
鱗
を
Q
Q
9
α
詳
℃
臥
訟
ω
＃
暮
○
ω
は
腰
鼓
に
切
り
崩

し
、
閑
δ
討
夢
Φ
湿
副
改
革
の
先
駆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
。
α
伽
導
。
ψ
な
る
語

な
頼
り
に
そ
の
点
を
探
っ
て
み
る
に
、
こ
の
語
は
ま
ず
中
心
市
（
器
量
）
に
対

曇
る
馨
（
搾
α
琶
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
⑱
農
欄
漿
で
は
・
成

程
自
由
民
は
島
彗
○
魏
に
お
い
て
自
治
的
な
生
活
を
営
み
、
形
式
的
に
は
民
会

の
成
員
と
し
て
国
政
に
与
り
得
た
が
、
実
際
上
は
、
国
家
運
営
は
霧
身
の
親

族
に
限
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
ρ
ω
身
と
亀
ヨ
。
も
。
の
間
に
は
対
立
、
相
反
が

あ
っ
た
評
．
臥
以
前
は
こ
の
よ
う
隻
q
凡
．
、
の
み
叢
治
的
箆
で
あ
・

た
が
、
彼
以
後
に
な
る
と
翫
Q
越
、
以
外
の
も
の
と
、
賦
㌻
漣
ミ
。
へ
と
な
り
、
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

霧
蔓
と
騨
σ
q
材
。
ω
の
閣
の
政
治
的
区
洌
は
消
減
し
た
。
次
い
で
男
Φ
鼓
ω
窪
舞
○
。
・

の
時
代
に
な
る
や
、
品
判
○
ω
に
住
む
浅
野
が
国
政
に
参
加
す
る
傾
向
、
国
家
運

覚
の
範
鵬
が
器
身
か
ら
お
貝
霧
　
へ
拡
大
さ
れ
る
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
、
ρ
讐
。
。
。
の
政
治
が
国
家
の
政
治
と
深
く
繋
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ぽ
彼
が
鼠
ヨ
・
ω
毎
に
裁
判
所
を
設
け
た
（
隠
阜
■
㌶
O
N
．
H
④
一
㎝
）
と
い
う
如
き

は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
鳥
騨
昌
。
。
。
（
民
衆
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
ず
ω
〇
一
〇
－
昌
も
、
℃
①
冨
，

置
＃
舞
○
ω
も
、
図
δ
δ
爵
①
づ
α
ω
も
す
べ
て
司
壼
q
自
畑
り
満
輔
。
d
黛
蓑
＄
（
民
衆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

指
導
者
）
と
よ
ば
れ
て
い
て
、
前
二
者
の
政
策
が
土
地
所
有
貴
族
の
勢
力
を
獅

え
、
農
民
、
商
工
業
者
を
保
護
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
の
が
注
爆
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

QQ

純
ﾂ
質
は
q
理
q
ミ
驚
§
（
重
荷
お
ろ
し
）
を
行
っ
て
小
農
民
を
保
護
し
、
技
術

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
⑳
・

者
保
護
、
貨
幣
制
度
改
革
に
よ
っ
て
商
工
業
を
奨
寵
し
た
。
℃
o
鯨
ω
貯
客
。
。
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

農
業
政
策
に
よ
っ
て
小
農
民
を
育
成
し
、
ま
た
彼
の
海
外
発
展
策
は
商
工
業
の

進
展
に
貢
献
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ω
o
δ
P
勺
蝕
斡
ω
鉾
簿
。
ω
を
通
じ
て
、
国
制
上
島
昌
μ
o
ω
の

霧
薯
に
対
す
る
意
義
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
貴
族
（
霧
8
陣
）
に

対
す
る
繕
讐
。
ω
（
民
衆
）
の
興
隆
と
平
行
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
飢
個
鑓
。
。
・

（
民
衆
）
の
意
向
は
畏
会
を
媒
介
と
し
て
羅
象
的
に
代
表
さ
れ
始
め
、
遂
に

匹
飢
ω
夢
。
滋
ω
改
革
に
於
い
て
、
こ
の
斑
会
（
翫
讐
霧
）
が
岡
家
の
中
心
機
関

　
　
⑳

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
固
臥
ω
夢
の
鼠
。
・
改
革
は
地
方
の
自
治
共
圃
体
（
鳥
α
導
○
ω
）

の
構
遣
を
、
多
衆
（
匹
伽
諺
o
o
。
）
の
興
隆
を
媒
介
と
し
て
、
民
会
（
自
α
臼
。
ω
）
を

実
体
と
せ
る
も
9
償
共
岡
体
の
段
階
に
蓮
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
α
旨
。
搾
、

H
暮
罫
の
基
軸
と
な
る
べ
き
三
つ
の
（
笛
B
蕊
は
す
べ
て
．
〕
の
改
革
に
集
中
し
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て．

｢
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
！
評
M
㌶
犀
。
滑
国
．
認
二
〇
．
》
’
瓢
●
酒
M
o
剛
■
H
〈
ワ
同
魁
卜
⊃
鞠
ω
o
げ
p
o
回
ざ
四
露
ざ
団
さ

　
　
国
こ
O
①
○
降
9
嶽
巳
嵩
O
自
O
曽
爾
O
窪
窪
回
O
嵩
ぴ
舅
ω
餓
①
（
甲
緊
霧
○
瓢
斜
ツ
切
髪
障
飢
一
H
囲
H
y

　
　
ω
．
瀕
H
．

　
②
　
ω
o
げ
○
Φ
議
。
が
ノ
、
こ
O
①
彰
9
（
菊
国
．
＜
，
一
）
一
ψ
．
一
一
魑
7
弓
。
譜
び
Φ
目
σ
Q
．
＜
．
噛

　
　
］
U
O
目
ω
け
ρ
欝
け
α
O
門
○
憎
一
〇
〇
げ
O
昌
”
H
暫
ω
．
b
a
ω
．

③
ゆ
霧
。
｝
ダ
O
ご
○
。
工
。
｝
誘
。
プ
①
望
墨
畠
ざ
乙
p
じ
d
奔
H
押
Q
Q
・
。
。
¶
ρ

④
b
ご
霧
○
罫
国
竃
．
o
っ
・
G
。
刈
ご
Q
り
。
げ
○
①
浄
さ
斜
欝
幽
O
‘
。
。
■
ひ
。
メ

⑤
．
臥
集
§
漕
留
占
幽

⑥
些
σ
Q
g
茎
O
二
》
譲
。
・
8
曙
O
h
夢
。
津
審
昌
一
零
O
o
湯
藻
留
鉱
。
ジ
ワ

　
一
㎝
P
μ
帆
N
切
望
竜
α
O
罫
、
費
鉾
○
こ
Q
Q
曜
G
o
c
◎
い
⊃
e

⑦
◇
H
●
》
．
H
H
封
切
隷
・

⑧
Ω
H
．
》
」
H
鮒
雛
9

⑨
　
総
会
で
の
決
議
は
碑
文
に
刻
ま
れ
た
が
、
そ
れ
は
O
H
＞
嵩
押
誤
ω
ふ
⑦
り

　
H
＜
b
Ω
嫡
G
町
A
？
鴇
⑦
ぴ
に
（
げ
。
目
蔭
麟
叶
巴
ヨ
門
衛
ヨ
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
大
部
分
は
創
①
o
粍
。
酵
二
β
ぴ
。
二
〇
肖
，
節
ぼ
爲
ヨ
で
あ
る
。

⑩
ρ
H
◎
》
．
H
困
ど
G
獅
鷲
「

⑬
ρ
H
．
〉
．
H
H
封
G
η
①
㎝
．

⑫
ρ
目
．
〉
ゆ
H
H
甜
9
9

⑬
ρ
戦
〉
』
口
届
G
q
㊤
（
輔
も
嘱
憩
も
唖
＆
貸
ミ
勲
ミ
。
丙
ど
≦
曽
雪
目
ρ
閃
‘
躍
。

　
α
①
茸
O
醤
弓
ρ
鉱
。
σ
O
げ
O
ω
汁
9
P
鈴
G
α
陣
α
⑦
①
一
詳
畠
O
吋
　
〈
Φ
巴
賄
P
ω
q
a
葺
湿
σ
q
〈
O
瓢
〉
掃
げ
O
H
ど

　
ω
．
唖
㎝
…
溝
一
σ
q
P
O
け
戸
O
℃
「
O
諜
こ
喝
．
同
G
Q
o
O
一
ノ
く
巴
げ
O
内
樋
O
や
O
詳
二
勺
響
一
一
似
・

⑭
Ω
ユ
獣
9
0
．
8
こ
○
・
○
・
】
ソ
幹
ノ
、
．
ヨ
る
α
o
。
。
・

⑯
、
ω
欝
ρ
ぴ
。
悌
ノ
N
揖
囲
P
ω
ω
メ
。
抄
U
巻
α
o
擁
×
矧
課
．
一
（
§
討
へ
。
垢
凌
ミ

　
巣
、
£
詩
論
艶
。
尉
）
尚
該
欝
謬
酔
貯
鉱
9
の
雛
饗
ρ
O
節
ジ
ヨ
。
。
・
に
つ
い
て
は

　
も
α
三
三
Ψ
o
昌
く
H
嵩
ρ
ω
零
（
げ
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
更
（
㌶
O
鳩
『
o
O
藁
紮
ミ
℃
）
参
照
。

⑯
ω
o
募
亀
。
さ
湿
こ
Q
α
貯
霧
織
。
屈
一
づ
盗
滋
℃
o
三
二
ω
●
り
G
。
㎞
切
蕊
○
罫
鈴

　
鋤
■
○
こ
Q
り
「
H
薩
⑩
．

⑰
日
ぎ
劉
肖
ξ

⑱
震
σ
q
g
茎
。
ワ
。
搾
”
や
δ
朝
・

⑧
表
象
■
H
×
伊
び
〇
三
伽
が
幾
会
の
予
傭
蕃
議
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
譲
鳥
ダ
＜
図
雛
①
．

⑳
　
畏
主
政
下
で
は
斑
会
の
縮
少
機
関
と
し
て
の
　
げ
。
巳
釧
が
行
政
上
の
権

　
能
を
行
使
し
た
。
一
箇
o
O
び
）
．
”
〉
雰
三
ω
唱
．
卜
D
O
9
じ
ご
。
謬
σ
q
ジ
。
ジ
費
．
ρ
．
．
○
‘

　
匂
Q
・
ド
薩
b
o
一
¢
d
g
ω
9
ダ
費
ρ
■
○
こ
ω
曜
○
◎
Q
◎
卜
。
鴇
≦
巴
H
8
ご
。
ワ
。
淳
ご
ワ
鴎
㎝
ρ

⑳
　
σ
陣
O
O
冠
P
］
）
①
び
O
⑳
陣
σ
β
ω
H
目
㎝
脅

⑳
　
嗣
W
煽
ω
O
一
壁
ρ
曜
麟
“
○
こ
O
Q
．
刈
Q
Q
b
つ
■

⑭
　
村
耀
堅
太
部
．
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
教
授
の
業
績
」
（
『
思
想
』
窯
9
ω
器
）

　
八
七
頁
。
8
・
C
・
八
－
七
世
紀
の
貴
族
支
饒
を
譲
餌
簿
2
渉
○
跨
。
・
o
げ
ρ
｛
け
と

　
す
る
ゆ
Φ
ご
σ
q
富
9
ど
O
罫
○
霧
。
ゴ
入
お
8
）
o
り
“
り
刈
に
対
す
る
濁
訂
。
昌
σ
巽
σ
q

　
　
（
笛
．
　
N
・
　
切
α
脅
　
一
団
α
ψ
頃
。
噺
叶
　
H
　
o
り
●
○
○
㎝
）
の
批
判
参
照
σ

⑳
鐸
譲
①
ぎ
斜
》
σ
q
タ
零
禽
，
茎
澤
巴
。
。
の
。
圃
き
≧
8
暴
§
’
Q
Q
●
置
①
電

⑳
θ
冨
搾
・
羅
昼

⑳
属
象
．
H
8
」
O
さ
。
嚇
涼
的
瞬
舞
。
障
讐
遇
電
こ
b
⊃
b
。
ρ

⑳
ご
ご
島
。
溶
劉
費
○
こ
も
D
◆
G
。
圃
。
。
‘

⑳
b
コ
塁
。
ド
即
．
野
○
こ
ω
陰
ミ
。
。
闇
。
。
㎝
メ
。
。
飛
。
。
．

⑳
浸
客
’
ω
9
ω
憎
拶

⑳
　
、
臥
阜
．
闘
O
ト
N
O
…
群
卜
⊃
o
Q
－
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⑫
　
”
臥
嶺
’
罰
鼠
．
①
む
。
Q
Q
o
夙
○
富
の
詩
に
み
え
る
氏
研
量
。
㏄
に
丸
い
て
は
豊
熟
σ
Q

　
（
団
O
ヨ
。
昌
α
。
。
）
距
伊
ρ
ω
ρ
鵯
艶
参
照
。

⑳
　
覧
客
“
Q
Q
9
譲
“

⑭
　
”
臥
嶺
討
。
ト
一
〇
1
鮒
さ
。
e

⑳
）
．
」
撃
§
。
き
巴
占
．

⑳
H
．
ρ
H
恥
払
（
1
1
客
劉
‘
日
鼠
噌
許
㏄
魚
。
9
δ
昌
9
0
器
興
震
q
。
ざ
ユ
・
巴

　
H
三
盛
首
邑
。
霧
閣
＝
）
　
匹
磯
一
お
茎
○
や
。
一
鋒
‘
℃
■
り
伊
一
㎝
μ
」
㎝
G
。
．

　
　
　
　
　
　
三
　
鼠
毎
霧
（
区
）
の
先
駆
的
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
隈
冨
冨
昏
。
瓢
ω
改
革
の
性
格
－

　
訳
ざ
諾
夢
窪
α
。
。
改
革
の
出
発
点
が
（
籏
ヨ
。
ω
組
織
に
あ
っ
た
こ
と
は
前
節
で

み
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
っ
て
設
澄
さ
れ
た
像
α
田
。
ω
（
区
）
と
覧
受
扇

の
数
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
最
も
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
鋭
歪
ω
夢
¢
口
伽
ω

改
革
研
究
上
の
一
大
論
点
を
形
成
し
て
き
た
。
問
題
は
鵠
騨
○
焦
。
ε
。
・
＜
・
①
⑩

の
激
壽
鵠
影
＄
気
黙
莫
。
訴
瓢
Σ
～
囲
爲
q
q
9
ミ
舞
ミ
言
凹
動
艶
R
（
N
9
）
㍊
壽
～

8
評
動
普
。
髭
§
鼠
這
需
砺
n
ぺ
詩
書
ζ
の
’
の
後
半
の
解
…
釈
で
、
一
方
は
こ
れ

を
門
各
娼
ぴ
）
・
頴
に
一
〇
の
島
旨
。
ω
（
区
）
を
配
分
し
た
扁
と
解
す
る
に
対
し
、

他
方
は
匿
α
貝
。
伽
0
8
ψ
の
写
・
本
を
訂
正
し
て
「
α
α
謹
。
乙
。
（
区
）
を
一
〇
の
グ
ル

ー
プ
に
分
ち
、
そ
の
一
つ
を
各
喜
覧
個
に
わ
α
あ
て
た
一
と
解
釈
す
る
。
前

春
の
立
場
で
は
全
島
鑓
8
（
区
）
数
は
一
〇
〇
に
な
る
の
に
対
し
、
後
者
で

　
　
　
　
　
①

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
対
立
は
禽
琶
塗
（
村
吏
共
同
体
）
と
（
筍
鐸
。
の
（
区
）

の
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
異
に
関
係
す
る
。
切
霧
。
揮
（
「
ギ
リ
シ
ャ
国
家

②
学
」
）
に
よ
れ
ば
、
園
｝
鉱
ω
夢
。
瓢
ω
改
革
に
お
い
て
は
、
大
き
な
臨
資
。
ω
（
村

落
共
岡
体
）
は
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
そ
れ
は
併
合
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
血
α
溝
。
ω
（
区
）
が
形
成
さ
れ
た
。
即
ち
従
来
の
鳥
鰹
⇒
霧
（
村
落

共
同
体
）
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
制
諺
＄
（
区
）
が
生
れ
、
そ
の
際

に
一
つ
の
℃
7
覧
α
に
十
の
山
α
讐
。
。
。
（
区
）
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
、

と
い
う
。
他
方
、
塑
σ
Q
隔
ざ
簿
は
、
国
｝
鉱
。
。
夢
。
葛
ω
は
従
来
の
亀
臼
○
。
。
（
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

共
同
体
）
に
手
を
つ
け
ず
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
（
一
α
旨
○
ω
（
区
）
に
し
た
、
と

い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
は
更
に
ま
た
、
器
魯
ω
夢
霊
騨
改
革
の
性
格
を
人

為
性
に
於
い
て
み
る
か
前
時
代
か
ら
の
遵
続
性
に
於
い
て
み
る
か
の
見
解
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

立
と
も
無
関
係
で
は
な
い
b
　
ノ
く
自
騨
ヨ
○
乏
淳
N
は
こ
の
改
草
に
於
け
る
喝
プ
覧
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

組
織
を
「
論
理
的
・
算
術
的
な
構
成
」
を
と
っ
て
い
る
と
し
、
ピ
く
巴
閃
①
H
も
ま

た
そ
れ
を
人
為
酌
で
不
要
然
な
制
度
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
目
日
♀

　
　
⑥

巳
。
。
○
昌
は
こ
の
改
革
と
古
い
制
度
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
し
て
い
る
。

　
今
、
》
o
げ
㊤
ヨ
巴
な
る
島
導
。
ω
（
区
）
が
古
典
時
代
に
極
端
に
大
き
な
α
卿

欝
。
ω
（
区
）
と
し
て
存
在
し
て
い
た
事
実
は
、
甘
露
旨
。
。
。
（
村
落
共
同
体
）
に

墜
鉱
ω
夢
①
臨
。
。
が
入
為
的
な
処
醗
を
闘
え
た
と
考
え
る
こ
と
を
濁
難
な
ら
し
め

る
。
彼
が
亀
同
旨
霧
（
村
落
共
同
体
）
に
加
え
た
人
為
的
処
鷺
よ
り
は
む
し
ろ
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そ
れ
と
島
諺
。
④
（
区
）
と
の
閾
の
連
続
性
に
先
ず
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
こ

の
こ
と
は
営
養
。
㎝
連
合
の
例
か
ら
も
察
し
得
る
。
「
貴
族
制
期
に
は
祭
祀
そ
の

他
を
共
遡
に
す
る
い
く
つ
か
の
昏
α
ヨ
。
。
。
（
村
落
共
同
体
）
が
集
っ
て
績
諺
○
ω

連
合
を
形
成
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
浮
画
龍
§
。
N
駐
（
竃
霞
9
夢
α
冨
讐
目
属
涛
。
蔓
㌣

夢
o
ρ
○
貯
o
ρ
℃
3
面
罵
暮
ぴ
8
ソ
浮
還
婁
蝕
蓑
ミ
（
勺
鼠
舜
一
①
諺
．
℃
補
訂
騨
O
p

囚
曙
唱
卑
押
8
プ
団
導
ρ
搾
巴
翫
）
讐
浮
h
惹
な
ミ
（
口
幅
℃
壌
誌
鈴
践
穏
9
乙
9
℃
民
謡

冨
ω
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
　
こ
れ
ら
の
ま
ヨ
創
へ
＆
佃
ヨ
。
ω
）
は
す
べ
て

墜
鉱
ω
夢
窪
伽
ω
改
革
以
後
の
臨
ヨ
○
ω
（
区
）
　
と
し
て
確
認
し
得
る
の
で
あ

る
。
ま
た
上
述
の
頃
α
戦
。
血
0
8
ω
一
H
刈
O
の
記
事
や
他
国
の
鳥
似
B
o
ω
制
の
例
も

同
様
に
、
烏
ヨ
霧
（
村
落
共
同
体
）
と
濠
営
。
。
。
（
区
）
の
連
続
性
を
推
察
せ

し
め
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
史
実
は
H
℃
ξ
頴
1
1
δ
島
ヨ
9
説
を
不
利
な
ら

し
め
て
い
る
。
然
し
ま
た
逆
に
、
た
と
え
ば
じ
づ
類
霞
α
コ
（
勺
臥
甑
ω
鉾
騨
8
ω
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

故
郷
）
が
（
頴
ヨ
○
ω
（
区
）
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
岱
山
ヨ
。
ω
（
村
落

共
同
体
）
が
そ
の
ま
ま
島
国
。
ω
（
区
）
に
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
こ
に
何

ら
か
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
添
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
H
9
覧
①
1
1
回
O

績
ヨ
9
説
が
成
立
す
る
余
地
が
全
然
な
い
訳
で
も
な
い
。
然
し
こ
こ
で
は
唯

二
つ
の
創
似
ヨ
○
ω
の
間
の
連
続
性
の
面
に
注
霞
す
る
に
と
ど
め
て
、
喝
｝
受
扇
と

α
α
3
0
。
。
の
間
の
数
的
関
係
と
い
う
困
難
な
闇
題
に
は
立
入
ら
な
い
で
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
の
よ
う
な
帥
σ
q
吋
○
。
。
に
お
け
る
α
釧
ヨ
。
。
・
（
区
）
の
外
に
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

典
時
代
に
は
ρ
ω
身
も
七
乃
至
八
の
鳥
個
日
。
ω
（
区
）
に
区
分
さ
れ
て
い
た
d

麟
ぽ
謎
夢
。
浮
α
ω
以
前
に
は
器
¢
に
亀
獣
○
。
・
な
る
区
分
の
な
か
っ
た
の
は
、

す
で
に
述
べ
た
如
く
嶺
時
の
こ
と
を
思
し
た
文
献
に
霧
蔓
と
島
α
き
◎
。
・
を
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て
霧
蔓
に
伍
釧
ヨ
○
ω
（
区
）

を
設
け
た
の
は
睡
蝕
。
。
夢
。
富
。
。
で
あ
る
。

　
翫
B
O
ω
（
区
）
簡
の
先
駆
が
α
α
ヨ
○
。
。
（
村
落
共
同
体
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
上

で
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
丙
｝
Φ
自
害
①
議
ω
以
前
の
亀
ヨ
。
ω
（
村
落

共
同
体
）
は
如
何
な
る
機
能
、
性
格
を
呉
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
。
鶏
理
。
鳥
簿
。
。
。

は
こ
の
改
善
以
前
の
鵠
来
事
に
つ
い
て
纏
々
島
臼
。
。
・
な
る
語
を
用
い
て
い
る

が
、
〈
鳶
に
於
い
て
〉
ヰ
8
9
の
範
口
外
に
あ
る
気
重
一
斑
な
る
村
落
を

鳥
α
溝
。
。
。
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
分
る
通
り
、
こ
の
語
は
広
く
一
般
に
村
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
程
度
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
他
方
こ
の
語
の
古
い
形
が
ミ
ュ
ケ
ナ

イ
時
代
の
鞍
骨
に
鎌
9
ヨ
○
と
し
て
あ
ら
わ
れ
当
時
の
王
国
の
地
方
行
政
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
は
た
し
て
簿
鉱
瞠
ρ

に
於
い
て
も
、
而
も
貴
族
制
時
代
に
於
い
て
も
そ
れ
が
同
様
に
地
方
行
政
組
織

で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
自
治
的
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
共
同
体
と
な
り
、
国

家
組
織
か
ら
あ
る
程
度
解
放
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
闇
題
と
な
る
が
、

次
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
か
ら
後
者
の
性
格
が
強
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一

に
貴
族
制
盛
期
の
地
方
行
政
組
織
は
め
㊤
懇
誠
錠
β
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ケ
ナ
イ
時
代
の
畠
ヨ
○
と
輿
添
の
機
能
を
果
し
て
い
た
こ
と
。
　
第
二
に
、

鳥
α
田
錠
9
0
ω
が
凶
一
望
。
。
夢
①
コ
伽
ω
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
、
こ
れ
が
以
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後
自
治
芙
同
体
と
し
て
の
　
＾
頴
諺
。
ω
の
長
で
あ
る
と
共
に
、
国
家
行
政
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
し
て
の
　
〔
壷
爵
。
ω
の
性
格
を
も
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
第
三
に

。ゆ

B
｝
α
昌
が
。
お
Φ
α
器
ω
願
を
も
唱
プ
欝
茸
幣
へ
加
入
せ
し
め
た
こ
と
は
薪
市
民

の
創
出
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
馳
ら
分
る
よ
う
に
・
開
・
葦
葺
α
．
．
以
前
で

は
甫
民
権
は
三
戸
霧
証
9
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
貴
族
制
下
に
お
け
る
翫
ヨ
。
ω
（
村
落
共
同
体
）
の
覆
治
共
同
体
と

し
て
の
性
格
は
、
上
引
の
8
び
。
巳
受
α
誠
α
。
。
凝
ウ
H
⑦
に
み
え
る
自
治
的
定
住

　
（
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
、
疑
q
輔
O
鳩
O
な
O
n
　
O
へ
款
遷
q
へ
嶋
〉
な
る
表
現
の
外
に
、
　
そ
れ
が
古
く
か
ら
独
自
の

　
⑭
　
　
，
⑯

　
　
　
　
　
　
　
⑰

祭
麗
・
慣
習
7
権
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
分
る
。
更
に
そ
の
こ
と
は
次
の

よ
う
な
他
国
の
例
か
ら
も
間
接
的
に
窺
わ
れ
る
。
　
B
・
C
・
六
世
紀
末
の
鰻
δ

r
で
は
（
当
時
は
ま
だ
国
家
的
統
一
を
欠
い
て
い
た
）
、
い
く
つ
か
の
瓢
9
1
日
。
ω
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

協
議
し
て
頃
酵
巴
2
　
と
同
盟
を
結
ぶ
な
ど
自
主
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

U
O
ξ
δ
（
○
も
琶
3
）
で
は
燭
。
認
ω
的
生
活
が
十
分
発
達
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
貴

族
の
一
〇
〇
人
の
集
会
が
中
心
市
○
℃
器
で
開
か
れ
て
い
た
程
度
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
は
各
鼠
ヨ
。
ψ
が
独
自
の
宗
教
を
持
っ
た
o
o
ヨ
ヨ
¢
昌
。
と
し
て

　
　
　
　
　
⑭

存
続
し
て
い
た
。

　
こ
こ
で
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
慮
治
的
性
格
が
氏
族
制
以
来
の
伝
統
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
貴
族
制
下
に
新
た
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
か
と
い
う
困
難
な
問
題
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
点
に
つ
い
て

の
結
論
を
避
け
て
、
費
族
制
下
に
於
け
る
亀
ヨ
。
。
。
（
村
落
共
同
体
）
の
自
治

的
性
格
の
厳
存
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
α
創
ヨ
。
。
。

（
村
落
共
岡
惚
）
の
貴
族
制
下
に
お
け
る
変
遷
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
貴
族
制
時

代
を
通
じ
て
純
然
た
る
自
治
共
同
体
に
終
始
し
た
か
と
い
う
に
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
く
、
特
に
貴
族
制
末
期
に
な
る
と
、
国
家
地
方
組
織
と
し
て
の
性
格
を

も
持
つ
よ
う
に
な
り
、
》
試
暮
9
0
扇
ω
の
伝
え
る
上
述
の
臥
整
自
Q
謁
・
の
記
事
、

即
ち
勺
①
邑
ω
霞
舞
。
ω
が
亀
ヨ
○
ω
毎
に
裁
判
所
を
設
け
た
と
い
う
専
実
は

臨
欝
。
ω
が
国
家
の
行
政
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
村
落
共
同
体
と
し
て
の
烏
ヨ
○
ρ
で
あ
る
と
共
に
、
行
政
区
と

し
て
の
α
劔
B
o
。
・
、
つ
ま
り
囚
ざ
置
葺
。
二
野
改
革
に
於
け
る
が
提
ぎ
二
震
の
性

格
を
も
っ
た
亀
羅
。
。
。
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
囚
δ
陣
ω
け
び
①
昌
個
ω
改
革
の
出
発
点
た
る
地
方
の
引
治
共
同
体
は

貴
族
制
下
に
も
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
れ
を
全

国
家
的
な
範
囲
に
迄
拡
大
す
べ
き
組
織
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
一
£
甲

夢
。
捧
個
。
。
改
革
に
お
い
て
は
そ
れ
は
地
縁
的
原
理
に
媒
介
さ
れ
、
呉
体
心
に
は

翫
諺
8
み
馨
②
ω
1
9
鳥
i
娼
。
瀞
と
い
う
組
織
、
つ
ま
り
唱
ξ
謡
改
革
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
、
　
こ
の
よ
う
な
地
縁
的
原
理
は
囲
同
。
溢
夢
。
笛
ω
改

革
に
お
い
て
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
、
弧
㌻
・
自
皇
．
（
b
」
陣
－
研
）
の
伝
え
る
如
く
、
臨
画
。
。
・
（
区
）
の
持
つ
地
方
行
政
組

織
と
し
て
の
性
格
は
懸
鼻
町
空
話
の
そ
れ
を
う
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
も
こ
の
雛
幹
二
再
録
囹
の
組
織
は
血
縁
的
で
は
な
く
地
縁
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
も
し
地
方
の
自
治
共
岡
体
た
る
α
鰹
づ
。
ω
に
住
む
畠
鰹
瓢
8
（
民

衆
）
の
意
向
が
こ
の
組
織
を
通
じ
て
行
致
に
反
映
す
れ
ば
、
そ
れ
は
罠
主
政
の

先
駆
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
学
説
史
的
に
み
て
も
、
こ
の
奉
乱
寝
鳥
猷

制
を
民
主
的
制
度
の
先
駆
と
し
て
と
り
あ
げ
る
も
の
も
な
く
は
な
く
、
た
と
え

ば
づ
、
錠
コ
鼻
。
の
如
き
は
こ
の
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関

す
る
纒
つ
た
唯
一
の
史
料
は
、
開
覧
○
昌
の
叛
乱
蒔
に
つ
い
て
踏
鰹
。
創
0
8
。
。
く
・

謬
が
「
凋
薯
d
黙
裏
。
の
輔
晒
鳩
養
巽
も
魯
e
℃
が
当
暁
（
　
、
門
O
↓
ω
）
｝
藏
び
頃
曾
一
を
治
め

て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
個
所
で
あ
る
が
、
ノ
＜
ρ
導
。
｝
お
ば
こ
の
個
所
か
ら
、

（
1
）
養
三
窪
鍵
β
は
地
縁
約
自
治
団
体
（
臼
¢
8
プ
巽
①
2
募
芝
二
毛
9
H
浴
二
σ
q
ω
，

犀
驚
℃
興
）
で
あ
り
、
そ
の
長
が
碧
こ
餐
ミ
n
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
総
会
に

於
い
て
は
武
器
自
弁
能
力
者
が
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
。
（
2
）
§
c
謎
ミ
穐
達

は
評
議
会
を
形
成
し
、
そ
れ
は
〉
器
。
窟
σ
q
o
。
。
会
と
並
ん
で
国
政
上
重
要
な
役

舗
を
果
し
た
。
（
3
）
こ
の
評
議
会
は
貴
族
的
の
中
心
た
る
涛
窓
。
冨
σ
q
o
ω
会
の

意
義
を
弱
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
4
．
）
こ
の
よ
う
な
地
縁
的
自
治
附
体
に
於
け

る
毘
主
的
傾
向
は
〉
夢
α
コ
鉱
の
軍
事
的
、
経
済
的
な
海
上
発
展
に
伴
っ
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
ま
す
大
き
な
働
き
を
し
た
、
と
い
5
結
論
を
出
し
て
い
る
。
彼
は
塗
β
ζ
、

p
甑
騨
が
丁
度
鳥
α
諺
。
鵬
と
同
じ
よ
う
に
霞
治
共
同
体
で
あ
っ
た
と
考
え
、
そ

こ
で
は
畏
衆
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
然
し
乍

ら
、
こ
の
≦
ゴ
旨
。
陵
。
の
主
張
に
も
拘
ら
ず
コ
拶
巳
自
ρ
凱
9
が
地
縁
的
行
政
組

織
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
自
治
共
岡
体
で
あ
っ
た
と
い
う

証
拠
は
全
く
な
く
、
そ
れ
故
そ
れ
が
国
象
に
船
を
調
達
す
る
組
織
で
あ
り
、
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
貴
族
制
野
栄
の
地
方
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
は
疑
い
得
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
上
の
類
鐸
。
良
簿
霧
の
記
事
か
ら
畢
急
な
結
論
を
ひ
き
幽
す
の
は
差
控

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貴
族
制
下
に
お
い
て
は
、
地
縁
的
原
理
が
民
主
政
実
現

の
方
向
と
は
逆
に
貴
族
麦
配
強
化
の
方
向
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
貴
族

制
時
代
に
は
地
方
の
自
治
共
岡
体
の
意
向
が
地
縁
的
原
理
に
媒
介
さ
れ
て
強
制

に
反
映
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
は
じ
め
て
実
現
し

た
の
が
峯
魚
。
・
窪
。
畠
G
・
改
革
で
あ
る
。

　
④
　
両
説
の
主
張
春
に
つ
い
て
は
の
。
プ
o
o
鵠
o
J
P
？
○
‘
Q
り
．
ω
陣
参
照
。

　
　
最
近
で
は
切
¢
嵩
σ
q
窃
。
登
㊤
・
勲
○
こ
ψ
置
回
が
前
煮
の
、
踏
黄
雲
。
欝
り
○
℃
鱒

　
　
9
汁
こ
や
同
ω
㎝
が
後
者
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

　
②
　
ゆ
蕩
0
5
費
ρ
φ
ρ
》
¢
G
。
刈
G
。
．

　
③
田
α
q
ぎ
霊
。
や
。
搾
℃
●
お
α
．

　
④
を
鵠
ρ
H
ご
9
＜
搾
N
些
ざ
色
。
鼠
。
臨
¢
！
．
§
層
㏄
芦
簿
§
焦
○
¢
。
。
。
亭

　
　
ω
O
ン
斜
饗
（
δ
吋
O
ぼ
O
O
げ
Ω
回
o
D
■
Φ
り
．

　
⑤
芝
艶
お
さ
○
や
2
f
唱
●
置
ω
・

　
⑥
　
日
げ
O
∋
。
。
O
§
O
¢
↓
び
①
聞
綜
o
D
菅
℃
ザ
陣
｝
O
ω
○
℃
ゴ
霞
。
n
（
邦
訳
『
最
初
の
哲
学

　
　
藩
た
φ
り
』
）
　
二
山
ハ
六
π
獄
。

　
⑦
b
d
質
ω
o
墜
ρ
．
ρ
・
○
ご
Q
Q
・
c
。
認
．
卜
。
e

　
⑧
9
）
諺
ヨ
ρ
〉
．
ジ
の
C
．
（
い
・
O
亀
幹
く
山
）
c
羅
。
ゼ

　
⑨
　
前
章
註
⑳
参
照
。
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．
⑩
　
○
§
琶
5
ン
’
乏
‘
ン
震
ψ
ε
二
。
巴
0
9
費
ぎ
暮
窪
蔓
9
μ
冒
毎
。
等

　
a
“
o
ρ
＜
o
ド
H
囲
や
⑦
9

⑩
ζ
＜
窪
菖
δ
ρ
巳
劉
O
冨
位
づ
．
ζ
ハ
、
U
。
薯
ヨ
①
暮
ω
営
ツ
菌
饗
魯
器
窪

　
O
目
8
ぎ
や
b
。
朝
O
卑

⑫
．
臥
阜
・
自
。
き
。
。
…
。
。
る
ゲ
9

⑬
　
例
え
ば
H
．
○
．
目
㎝
刈
①
（
1
1
目
O
α
濠
）
に
み
ら
れ
る
如
き
例
。
無
・
℃
O
昌
蛋
録

　
Q
。
δ
Q
。
●

　
”

⑭
宕
8
び
ざ
男
‘
男
。
μ
匹
。
。
鉾
H
目
H
σ
．
や
ω
b
。
卜
。
嚇
鶯
瓢
δ
。
｝
δ
お
⑳
団
。
。
朝

　
の
内
容
を
切
二
ω
0
5
鉾
P
O
．
ψ
o
。
c
。
ρ
は
閤
8
肪
梓
び
⑦
昌
釧
ω
に
、
国
お
⇔
¢
洋
．

　
o
や
9
汁
‘
や
冨
鈷
。
は
℃
鉱
。
。
一
ω
貯
舞
○
ω
に
帰
し
て
い
る
が
、
Q
Q
O
筍
昌
に
帰

　
す
る
説
が
最
も
有
力
で
あ
る
（
聾
肖
。
昌
σ
曾
σ
q
”
ρ
．
P
O
●
ω
●
一
刈
㎞
妻
㊤
α
？

　
○
¢
麟
詳
言
●
8
二
8
臣
。
い
餌
芝
。
隔
園
δ
謎
停
Φ
郎
霧
〔
図
し
。
。
。
ρ
誘
貯
○
器
。
犀

　
崔
駐
8
曙
所
収
〕
や
一
ω
ρ
H
給
）
・

⑮
8
ゴ
『
H
H
」
9
Q
り
貯
ぎ
。
昌
く
麟
H
◆
ρ
ω
ω
ご
℃
窪
窪
p
H
置
”
ご

　
℃
一
β
鉾
6
｝
δ
Q
ゆ
・
ω
卜
⊃
一
一
9

⑯
謹
暮
■
日
ぎ
。
・
」
ω
噸

⑰
箆
。
誤
『
に
は
貨
幣
鋳
造
権
を
保
持
し
て
い
た
（
ω
。
ぎ
践
巽
劉
9
幽
○
．

　
o
。
．
δ
）
。

⑱
．
琢
罵
．
O
（
蜻
目
。
鎌
帆
）
■

⑲
ピ
9
H
×
ど
ω
鍵
（
ム
覧
二
一
刈
琵
8
。
島
潔
ソ

⑳
日
ぎ
諺
ω
（
）
p
O
こ
Q
り
言
（
濠
ω
ぎ
≧
μ
9
Φ
暮
O
器
①
犀
ω
o
。
一
①
な
層
く
9
円

　
や
9
Q
怒
⇒
㎝
臣
（
尚
／
＜
o
葺
甑
。
。
－
6
ゲ
ρ
多
三
〇
F
O
℃
．
2
f
や
ト
⊃
霧
参
照
）
は

　
晶
鵬
雌
q
の
、
藤
細
引
謙
㎝
二
「
ソ
ロ
ン
の
輔
改
聾
塾
の
叱
目
紫
」
q
、
大
阪
府
塀
立
大
紺
写
紀
藤
ハ
い

　
（
人
交
・
赴
会
科
学
）
第
六
巻
）
　
…
六
四
頁
は
後
配
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

⑳
／
く
同
旨
興
ρ
鉾
鉾
○
●
幹
。
ひ
鐙
．

＠
　
切
奮
8
戸
欝
．
9
．
ρ
o
c
■
Q
。
嵩
暁
．

四

魯
讐
＄
（
民
衆
）
の
系
譜

　
－
…
1
機
δ
帯
夢
窪
創
改
革
の
基
盤
1

　
賦
δ
房
夢
①
瓢
ω
改
革
が
政
治
・
園
制
史
の
上
で
従
来
の
国
家
組
織
と
は
異
っ
「

た
新
し
い
段
階
を
溢
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
上
に
み
た
遍
り
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
彼
の
蒔
代
に
突
現
し
た
の
は
、
要
す
る
に
そ
の
背
景
に
篇
諺
。
ω
（
民
衆
）

の
興
隆
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
次
に
貴
族
制
下
に
於
け
る
轟
α
讐
。
。
・

（
民
衆
）
の
存
在
形
態
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
場
含
二
曲
魚
ω
夢
①
⇒
α
。
・
改
革

を
支
持
し
た
q
伽
導
。
。
。
（
民
衆
）
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
内
容
の
も
の
で
あ

っ
た
か
が
先
ず
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
手
掛
り
と
な
る
の
は
　
出
創
7

0
位
。
什
O
。
・
＜
●
①
ρ
①
ρ
の
「
彼
（
H
【
一
〇
一
ω
け
げ
Φ
⇔
α
も
農
）
は
O
伽
欝
。
萌
を
自
分
の
仲
間

に
加
え
た
」
、
「
彼
は
q
α
ヨ
。
ω
を
自
分
の
味
方
に
入
れ
た
」
と
い
う
記
述
や

区
飾
自
気
．
b
。
O
占
の
「
（
衝
昌
。
ω
に
接
近
し
て
覧
α
夢
。
ω
に
℃
9
洋
¢
智
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
た
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
上
の
記
事
に
み
え
る
亀
ヨ
。
。
。
が
如
何
な
る
要

素
か
ら
成
立
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
種
々
な
る
解
釈
が
礎
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
概
括
し
て
次
の
三
つ
の
説
に
ま
と
め
得
る
。
一
つ
は
三
三
階
級
を
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

掴
い
手
と
す
る
説
で
あ
り
、
他
は
商
工
業
者
と
す
る
説
で
あ
り
、
最
後
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
農
民
、
商
工
業
者
を
問
わ
ず
最
下
里
民
と
す
る
説
で
あ
る
。
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先
ず
上
の
嬉
鐸
。
伍
○
ε
。
。
の
文
で
あ
る
が
、
彼
は
借
主
政
時
代
前
後
の
叙
述

に
お
い
て
像
α
ヨ
8
と
い
う
語
を
用
い
る
場
合
、
そ
れ
を
一
般
に
広
い
意
味
の

民
衆
乃
釜
市
民
（
　
　
へ
　
　
　
｝
　
　
　
　
切
　
　
　
｝
、
随
O
へ
　
哨
e
℃
寝
q
噴
e
吋
）
（
囲
．
紹
）
の
意
で
用
い
て
い
る
（
H
．
切
P

＜
■
鳶
）
。
従
っ
て
彼
の
い
う
山
個
臼
○
ω
と
は
貴
族
に
対
す
る
意
味
で
の
広
義
の

民
衆
で
あ
る
。
お
よ
そ
缶
騨
○
瓢
0
8
ω
に
お
い
て
は
後
述
の
”
臥
飾
自
。
き
と
は

異
っ
て
、
α
刷
ヨ
。
ω
を
中
堅
市
民
と
最
下
層
雲
の
二
つ
に
分
け
る
考
え
は
全
然

な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
上
の
個
所
の
念
ヨ
。
ω
の

内
容
を
山
地
党
や
非
甫
民
謡
の
最
下
履
の
者
に
限
定
す
る
の
は
誤
り
で
、
む
し

ろ
海
岸
党
と
出
地
党
の
二
つ
の
系
統
を
含
む
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

　
　
　
　
⑤

べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
戚
唱
．
笥
。
N
の
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
の
書
物
の
中
で
は
創
一
白
。
ω
と
い

う
語
は
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
①
貴
族
に
対
す
る
民
衆

（
従
っ
て
中
流
市
民
と
最
下
急
冷
を
含
む
）
（
凹
い
。
1
鰹
刈
）
、
②
中
流
市
民
の
み
の

場
合
（
嵐
－
G
。
添
）
、
③
最
下
層
雲
の
み
の
場
合
（
㎝
1
討
①
占
）
、
④
国
家
又
は
民
主

政
め
意
味
（
Q
。
1
♪
回
Q
。
ム
）
、
な
ど
で
あ
る
。
講
堂
に
覚
旨
々
。
。
。
と
い
う
語
も
場

合
に
応
じ
て
異
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
①
貴
族
に
対
す
る
民
衆

（
④
の
意
味
で
の
臨
営
。
ω
と
同
義
）
（
卜
。
一
ム
）
、
②
最
下
層
民
（
③
の
意
味
で

の
島
ヨ
。
ω
と
同
義
）
（
回
占
）
な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
上
の
個
所
の
叡
ヨ
。
ω

と
℃
扇
夢
。
ω
も
そ
の
場
合
に
応
じ
て
考
、
怒
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
澗
題
の

（
頴
ヨ
。
ω
と
勺
罰
夢
○
ω
は
上
の
ど
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
か
。
結
論
か
ら
い

え
ば
念
ヨ
墨
田
祉
α
夢
ゆ
。
・
と
し
て
、
而
も
両
院
共
①
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
以
下
の
四
点
で
証
明
し
よ
う
と
思
う
。

　
ω
、
臥
艶
筒
o
N
の
記
事
（
歯
§
紮
曾
o
n
絶
戸
萄
安
静
9
へ
鳶
～
ミ
n
軌
肉
N
禦
q
魅
曾
鷲

§
聴
§
憲
著
き
叫
を
＆
鳶
ミ
）
は
明
ら
か
に
出
騨
○
α
0
8
ω
＜
①
①
の
記
婁
（
紳
q

o
欝
。
ミ
嚇
霧
軌
肉
為
ミ
象
§
嚇
苓
讐
動
軸
緊
。
鼠
舞
。
q
舞
ミ
ミ
盒
餐
へ
）
の
く
り
返
し
て

で
あ
る
か
ら
、
臥
飾
筒
。
ト
の
α
似
旨
○
ω
は
国
騨
。
自
簿
。
ω
の
位
田
羅
。
ω
と
同
義

で
あ
る
。

　
②
問
題
の
個
所
を
含
む
鼠
飾
自
気
ひ
⊃
O
占
～
緯
ム
の
記
述
は
囚
一
望
ω
夢
①
薮
ω

改
革
の
成
立
事
情
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
一
つ
の
纒
り
を
為
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
こ
の
二
つ
の
語
は
b
。
O
l
ω
植
b
。
O
一
倉
　
㌶
i
H
の
三
ケ
所
で
用
い
ら
れ
て
い

る
が
そ
の
場
合
畠
ヨ
。
ω
1
1
℃
扇
夢
8
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
③
》
瓢
ω
8
器
翫
ω
は
．
賦
飾
自
。
N
■
曽
凸
で
瓢
§
ミ
ミ
＄
魅
ミ
銭
醤
蟻
魅
禽

と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
勺
。
｝
三
〇
僧
一
。
。
一
り
σ
で
は
瓢
器
ミ
ベ
魅
蝕
ミ
莉
登
鍔
n
と
い

っ
て
い
る
。
然
ら
ば
跨
ユ
ω
8
富
扇
。
。
が
麟
亙
ω
夢
Φ
⇔
騨
改
革
に
関
し
て
用
い

て
い
る
唱
帯
芝
。
。
。
と
は
分
遣
ミ
調
（
全
市
民
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ω
亀
ヨ
○
ω
1
1
笠
島
び
。
ω
が
民
衆
一
般
を
指
し
得
る
こ
と
は
国
鐸
。
島
9
0
ω
の
記

事
か
ら
も
確
認
出
来
る
。
出
雲
。
α
0
8
の
は
α
α
営
巳
自
㊤
訟
鋤
を
＆
紮
禽
§
N
e
閲

（H

ﾍ
目
○
。
b
⊃
）
と
か
司
ぷ
魅
。
嚇
額
良
e
虻
（
凝
目
Q
。
O
）
と
か
、
「
、
£
黙
琶
n
を
㌶
鳶
も
。
の

の
手
に
移
す
」
（
目
猛
り
Q
。
一
）
と
か
い
う
表
現
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
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次
に
こ
れ
ら
亀
ヨ
。
。
・
の
貴
族
制
下
の
状
態
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

　
　
　
関
し
て
は
＞
H
溶
8
け
巴
騨
と
℃
ざ
霧
鴛
。
財
。
も
・
の
記
述
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
　
ぬ
。

　
　
　
　
》
ユ
ω
ε
富
一
α
。
。
”
、
臥
飾
馬
。
N
．
お
凸
に
よ
れ
ば
、
㎝
。
。
O
＼
お
年
に
窪
冨
隠
匿
巴

　
　
　
か
ら
五
人
、
騨
。
q
同
。
騨
9
か
ら
三
人
、
島
ヨ
δ
罎
σ
q
9
か
ら
二
人
の
、
合
計
一

　
　
　
〇
人
の
霞
。
劉
α
雛
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。
　
か
か
る
三
つ
の
階
層
区
分
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
外
多
く
の
記
述
に
見
出
さ
れ
る
の
で
、
貴
族
制
時
代
に
こ
の
よ
う
な
区
分
の
あ

　
　
　
つ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
は
騨
σ
Q
尉
。
碁
鼠
（
1
1
σ
q
①
α
目
σ
q
2
0
H

　
　
．
α
q
①
α
ヨ
○
同
9
）
、
と
自
酬
ヨ
δ
籠
σ
Q
9
が
鍵
勺
㊤
汀
置
ρ
一
に
対
し
て
鳥
研
日
○
ω
を
形

　
　
　
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
次
に
漣
。
軍
容
財
8
ば
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
先
ず
8
翫
測
器
伝
二

　阪
　
四
で
は
「
（
8
鼠
ω
豊
ω
は
諺
け
鉱
冨
に
散
在
し
て
い
た
人
々
を
一
つ
の
町
に
あ

合（
　
つ
め
て
一
つ
の
国
家
に
し
ょ
う
と
し
て
）
、
村
落
毎
、
氏
族
毎
に
説
い
て
ま
わ

　
o
s
　
m
　
つ
た
。
蔦
鐸
蝕
や
℃
窪
理
Φ
ω
は
す
ぐ
に
そ
の
呼
び
か
け
に
従
っ
た
が
、
身
㌣

dδ箆
、
騨
酔
。
躍
肇
の
な
い
唱
。
．
．
酔
Φ
．
ρ
と
書
。
犀
鴎
。
け
．
震
を
歪
曲
し
、
…
．
そ
．
そ

灘
各
村
落
や
綾
に
あ
る
越
叶
塁
§
や
び
。
巳
・
・
憂
8
や
§
瓢
を
廃

幡
・
て
、
す
べ
乏
蓋
な
；
2
目
・
け
9
口
①
．
。
p
と
げ
。
葺
一
①
¢
㎡
釧
肖
．
。
づ
を
念

馳、

モ
ﾌ
あ
る
場
所
ξ
く
り
…
」
・
述
べ
て
い
る
．
続
い
高
二
五
で
は
、

㎏．
K
　
「
…
…
。
毛
暮
円
銭
座
と
σ
q
⑦
α
嶺
9
と
島
島
。
母
α
q
9
に
分
け
、
…
…
号
騨
紹 は

。
煽
℃
簿
誌
⊆
a
に
、
三
肖
。
㌶
は
σ
q
o
α
ヨ
。
弓
鼠
に
、
箕
蝉
O
o
ω
．
は
（
観
ヨ
凶
。
午

韻
。
一
に
属
す
る
も
の
．
と
考
え
た
」
、
と
述
べ
、
上
の
三
階
級
区
分
を
8
び
。
。
・
o
償
。
。

に
帰
し
て
い
る
。
一
体
津
。
暮
霞
。
ぎ
。
。
の
摩
6
。
・
窪
ω
伝
の
記
事
は
後
の
暗
雲

の
史
実
や
思
想
が
反
映
し
て
い
る
点
が
多
い
の
で
取
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
上
の
二
つ
の
記
事
の
中
、
前
者
は
8
び
o
g
犀
寓
黛
α
①
ω
H
目
．
窃

の
記
事
と
対
硲
す
る
か
ら
、
少
く
と
も
そ
の
骨
組
（
島
臼
。
ω
か
ら
℃
o
臣
へ
、

9
σ
Q
噌
○
ω
か
ら
器
②
へ
）
に
お
い
て
は
℃
o
罵
ω
成
立
時
の
墓
情
を
伝
え
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
類
。
警
は
上
の
記
事
か
ら
更
に
瓢
緒
謬
暮
9
1
1
窪
智
鉾
δ
鼻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
a
o
一
什
鉱
1
1
σ
Q
Φ
α
属
σ
q
O
汁
℃
④
捧
蝉
。
。
。
涯
＆
ヨ
一
〇
寂
σ
Q
9
と
い
う
結
論
を
黒
し
て
い
る
。

然
し
、
℃
δ
葺
○
冠
。
｝
さ
ω
の
原
酒
で
は
叫
◎
℃
駕
や
窃
§
叫
異
く
§
～
§
建
嘗
§
…
…

州
禽
の
霧
動
遷
ミ
ミ
n
　
と
あ
る
よ
う
に
　
9
～
黛
、
騨
ミ
鳶
費
～
　
司
雲
華
。
内
　
と
　
焦

窃
ミ
9
き
へ
が
対
照
さ
れ
、
闇
明
ら
か
に
前
者
は
一
つ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

陣
蝕
α
融
巴
と
℃
o
三
富
ω
を
別
の
も
の
と
す
る
妻
麟
簿
の
考
、
兄
は
誤
り
で
あ
る
。

乙
δ
仲
巴
は
一
つ
の
階
級
の
政
治
的
性
格
を
示
し
、
℃
①
再
審
。
・
．
は
そ
の
経
済
的

性
格
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
身
p
暮
9
に
．

劣
っ
て
い
る
者
を
全
体
と
し
て
一
括
し
て
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

寓
窃
ξ
R
き
、
は
魯
寄
目
憎
置
鉱
に
、
黛
～
肋
息
『
ミ
詫
ミ
頴
曾
鷲
舞
は
ρ
σ
q
同
。
障
9

（
H
σ
q
⑦
O
同
σ
q
O
目
　
O
目
　
σ
q
①
O
ヨ
O
『
O
圏
）
及
び
亀
営
δ
弓
σ
q
2
の
両
方
に
対
応
す
る
の
で
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
国
。
簿
鍵
。
げ
。
。
・
が
同
二
五
で
＆
司
ミ
高
ヘ
ミ
吻
：
ご
嚇
ミ
の
　
（

甕
§
旦
へ
§
・
…
℃
：
駕
マ
＆
導
・
＆
曾
：
彫
奮
ミ
も
§
一
諺
ミ
§
ミ
曾
魏



、
：
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
亀
確
訊
さ
れ
る
。
窪
℃
ρ
貯
誌
巴
に
対
す

る
そ
の
他
の
市
民
に
つ
い
て
は
U
ご
コ
三
牲
。
。
。
出
鉱
騨
霞
雛
曽
ω
ω
δ
。
・
噛
跨
暮
■
男
。
巳
“

目
Q
。
に
も
み
え
る
が
、
そ
こ
で
は
＆
詞
黛
ミ
砺
賢
徳
鷲
：
ご
秘
岩
黛
蓉
託
諺
8
ウ
q

恥
謡
α
ζ
q
莉
o
N
蹄
臼
嶋
と
あ
っ
て
。
二
唱
纂
尻
置
巴
と
そ
の
他
の
風
解
（
1
1
p
σ
Q
冠
。
弾
9
）

と
が
対
照
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
9
σ
q
吐
。
騨
9
は
農
民
と
い
う
意
味
よ
り

は
む
し
ろ
「
餌
α
q
暁
○
ω
居
住
者
」
と
い
う
原
義
に
解
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
も

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
言
葉
に
は
器
身
の
窪
窟
貯
識
巴
に
対
す
る
、

ρ
σ
q
弩
。
。
。
の
α
個
ヨ
。
的
と
し
て
の
σ
q
o
α
戦
σ
q
o
一
（
1
1
σ
q
o
α
諺
。
門
。
一
）
及
び
（
観
巨
一
〇
¢
尻
σ
Q
9

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
し
上
の
旭
ざ
9
霧
。
ぴ
。
。
・
の
記
事
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
上
の
如
く
解
す

る
外
な
い
と
思
う
。
然
し
こ
の
記
事
に
は
既
に
触
れ
た
如
く
後
世
の
要
素
が
多

く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
は
た
し
て
8
げ
釧
。
・
Φ
霧
（
こ
の
人
物
自
体

が
既
に
問
題
で
あ
る
が
）
が
か
か
る
階
級
区
分
を
行
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
依
然
疑
問
が
残
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
一
体
、
集
住
時
に
於
け
る
貴

族
と
島
山
○
。
・
の
闘
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
〉
夢
創
昌
巴
の
俵
承
は
こ
の
時
主
権
が
（
自
記
8
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

移
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
然
し
こ
れ
ら
の
伝
承
も
は
る
か
後
世
の
も
の
で
あ
る

か
ら
こ
こ
で
も
や
は
り
疑
問
は
残
る
の
で
あ
る
が
、
唱
。
募
成
立
の
背
景
に

結
ヨ
霧
の
動
ぎ
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
ホ
メ
ロ

乏
於
い
て
山
g
歪
が
薗
民
し
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
鉢
と
や
。
・
℃
§

窪
象
芝
璽
．
巌
認
証
δ
ω
窟
し
澹
と
あ
る
こ
静
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
集
住
に
よ
る
喝
。
房
の

成
立
の
結
果
、
ξ
舞
。
ω
は
形
式
的
に
は
絵
羅
。
ω
に
、
実
質
的
に
は
貴
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

移
っ
た
と
箸
え
て
お
く
の
が
妥
嘉
で
あ
ろ
う
。

　
然
ら
ば
こ
れ
ら
の
濠
羅
○
。
。
は
集
住
以
後
の
貴
族
制
臨
代
に
は
如
何
な
る
形

で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
先
ず
σ
q
o
α
巴
σ
q
o
一
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
彼
ら
は

島
α
ヨ
。
ω
の
中
の
多
数
を
占
め
て
い
た
中
堅
的
臣
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
・

今
、
貴
族
制
盛
期
か
ら
B
．
C
．
六
世
紀
に
か
け
て
の
彼
ら
農
民
の
健
在
を
示

す
史
料
を
若
干
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
ω
観
楓
。
瓢
騨
困
象
鳥
劔
ω
H
這
①
に
よ
れ
ば
、
緊
覧
。
障
の
叛
乱
の
際
に
そ
れ
を

知
っ
た
〉
袴
能
昌
鉱
鼠
は
田
野
か
ら
（
り
り
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
ラ
。
需
煽
e
℃
袋
畦
も
s
℃
）
ρ
o
村
。
℃
o
嵩
。
・
に
押
し
寄
せ

た
と
い
う
が
、
彼
ら
の
大
部
分
は
農
民
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
O
δ
畠
0
3
ω

囲
．
b
。
c
。
に
よ
れ
ば
σ
Q
o
酵
0
9
0
一
は
武
器
を
持
っ
て
戦
う
義
務
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
②
㏄
9
α
コ
の
改
革
・
に
於
け
る
四
階
級
区
分
は
、
従
来
す
で
に
、
「
区
分
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
偏
（
、
㍍
働
．
筒
。
き
圃
1
卜
Ω
）
区
分
さ
れ
た
と
も
ハ
Q
Q
o
ざ
昌
に
よ
っ
て

始
め
て
設
け
ら
れ
た
（
噂
一
月
汁
■
ω
o
回
’
　
同
Q
◎
1
μ
）
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
の
。
一
α
類
蒔
代
の
節
会
を
少
数
の
富
裕
者
と
多
数
の
貧
困
者
の
対
立
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
誇
張
的
に
と
ら
え
て
い
る
両
者
に
し
て
中
産
約
襲
畏
の
存
在
を
認
め
て
い
る
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の
が
注
濁
さ
れ
る
。

　
㈹
回
ソ
o
O
プ
↓
図
論
。
ω
仲
。
ヨ
。
も
。
x
×
＜
．
Q
◎
は
め
D
，
C
．
六
世
紀
鵡
罰
半
に
鱗
Φ
α
巴
α
q
o
一
江

島
ヨ
。
。
。
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
　
〉
ユ
簿
。
審
籏
。
。
”
℃
9
三
〇
ρ

一
ω
O
㎝
ρ
に
は
（
冠
ヨ
。
。
。
は
そ
の
仕
事
に
忙
し
く
田
野
に
（
砺
§
～
畦
＆
て
累
算
＆
鷺
）

住
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
借
主
的
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
れ
以
前
の
貴

族
欄
下
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
貴
族
が
平
地
を
支
配
し
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
中
産
市
民
・

が
多
数
居
て
、
貴
族
と
平
民
の
区
別
が
地
域
的
に
も
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
〉
暮
馨
ρ
の
地
域
的
分
立
が
顕
著
で

あ
う
た
こ
と
を
示
す
、
・
峯
導
N
・
時
σ
・
・
ω
。
。
同
省
。
ぎ
一
・
〉
・
醇
夢
ノ
N
。
弔
§
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
詑
審
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
侮
監
的
勝
代
の
党
派
対
立
に
お
い
て
趨
・
勲
、
ミ

を
根
拠
と
す
る
貴
族
に
対
し
て
、
」
§
愚
、
8
霞
§
鼠
創
㊨
民
衆
が
対
抗
し
得
た

の
は
、
　
一
つ
に
は
こ
れ
ら
中
産
農
民
が
中
心
市
附
近
以
外
の
部
分
に
鍵
在
し
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
農
民
は
費
族
制
期
を
通
じ
て
一
定
の
状
態

を
続
け
た
の
で
は
な
く
、
若
干
の
変
化
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
商
業
活
動

と
の
接
触
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
。
農
民
の
中
に
も
小
規
模
乍
ら
こ
の
活
動
に

従
う
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
無
憂
の
史
料
に
は
あ
る
が
属
。
ω
δ
傷
。
ω
（
昏
顕
茜
画

く
●
①
ω
O
I
O
ω
鳴
）
の
記
述
か
ら
容
易
に
察
し
得
る
と
こ
樹
．
で
あ
る
。
こ
こ
に
農
民

が
商
工
業
者
と
密
接
に
結
び
つ
く
傾
向
が
生
じ
、
　
非
貴
族
と
し
て
の
　
α
酬
ヨ
o
q
。

勝
全
癒
と
し
て
一
、
つ
に
纏
め
ら
轟
る
最
初
の
契
機
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
へ
8
ヨ
ぎ
戸
餐
σ
q
2
に
つ
い
て
。
彼
ら
が
貴
族
制
國
家
の
市
民
で
あ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

否
か
は
学
説
史
的
に
も
意
見
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
唯
注
意
す
べ
き
は
、

貴
族
欄
下
の
篇
ヨ
。
切
の
中
、
農
民
を
除
い
た
．
す
べ
て
の
も
の
が
一
括
し
て

（
亟
三
〇
碧
σ
q
9
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
手
工
業
者
の
外

に
商
人
も
含
ま
れ
て
い
た
し
、
夢
α
。
。
級
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
手

工
業
者
の
中
に
は
村
落
内
で
仕
喜
を
す
る
老
も
、
村
落
に
固
定
し
な
い
も
の
も

居
た
。
従
っ
て
虫
双
族
制
下
に
お
け
る
彼
ら
の
地
位
を
全
体
と
し
て
概
括
す
る
こ

と
は
出
来
ず
、
こ
こ
で
は
（
籏
ヨ
【
。
霞
α
q
。
一
の
内
容
の
多
様
性
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
て
お
く
。

　
貴
族
制
下
の
商
工
業
者
は
中
心
布
の
外
農
村
に
も
存
在
し
て
い
た
。
o
Q
（
）
δ
コ

舌
代
の
海
外
貿
易
が
〉
窪
α
p
a
で
は
な
く
東
海
燦
の
　
℃
舜
。
。
貯
｛
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
中
心
市
の
商
工
業
は
貴
族
の
需
要
を
満
す
だ
け
で
済
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
あ
っ
た
こ
と
、
中
心
市
の
平
地
貴
族
が
海
上
発
展
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
み
て
、
叢
初
は
地
方
に
お
こ
る
商
工
業
も
活
発
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
然
し
も
り
。
箭
嵩
の
敢
革
を
境
に
し
て
商
工
業
者
の
中
心
市
へ
の
移
住
が
激

　
　
　
⑰

し
く
な
り
、
勺
。
邑
ω
錠
㌶
o
も
・
時
代
に
は
政
治
約
に
も
軽
視
し
得
ぬ
迄
に
生
長
し

た
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
強
持
者
の
中
に
都
市
無
住
者
が
多
数
居
た
こ
と
か
ら
も

　
⑱
分
る
。
そ
れ
が
院
H
包
ω
夢
雲
α
。
。
の
鱒
・
代
に
到
っ
て
彼
の
改
革
を
交
持
す
る
有

力
な
勢
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
夢
謝
摺
に
つ
い
て
拡
．
〉
飾
寝
。
き
b
。
凸
が
「
捗
ら
（
貧
熾
拡
喝
り
、
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貯
貯
｛
と
か
げ
①
馨
僧
讐
。
穏
餌
と
か
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
ば
そ
れ
だ
け
の
地
代
で
富

裕
者
の
土
地
を
耕
作
し
え
か
ら
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
不

自
由
民
は
費
族
制
下
で
多
数
存
在
し
た
が
、
彼
ら
は
要
す
る
に
、
他
人
に
傭
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
で
、
窪
津
ぎ
一
な
ど

と
も
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
は
も
Q
o
δ
昌
に
よ
っ
て
畏
会
へ
の
参
掬
を
認
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
℃
鉱
。
。
一
。
。
猿
曳
。
ω
時
代
に
は
彼
の
支
持
者
と
し
て
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
意
味
を
も
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
囚
ざ
溢
夢
。
鼠
ω
改
革
の
三
三
と
な
っ
た
島
B
o
ω
の
系
譜
は

貴
族
鰯
下
に
も
確
認
し
得
る
。
然
し
そ
れ
は
翫
δ
。
・
。
の
各
要
素
の
存
在
が
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

族
制
下
に
も
辿
ら
れ
得
る
と
い
う
だ
け
で
、
激
白
。
。
。
全
体
が
一
つ
の
纒
り
と

し
て
国
政
に
働
　
き
か
け
た
訳
で
は
な
く
、
全
α
倒
ヨ
。
ω
が
一
つ
の
も
の
と
し
て

意
識
さ
れ
、
実
際
に
も
一
つ
の
も
の
と
し
て
貴
族
に
対
抗
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
凍
巨
簿
三
鷹
ω
聴
代
に
な
っ
て
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
の
改
革
の
基
盤
の
持

つ
重
要
な
意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

①
　
o
隔
．
H
ω
o
臼
・
メ
〈
．
蕊
卜
⊃
（
肉
貯
q
も
伽
§
n
…
：
ご
＆
℃
3
潔
遠
外
套
賦
ぺ
§

　
農
～
3
驚
2
鼠
を
。
饒
設
題
9
淘
）
●

②
　
芝
。
び
⑦
び
鼠
‘
≦
ぼ
ω
o
汀
ρ
津
環
⇔
α
○
㊦
器
寓
ω
o
げ
鉱
酔
（
囚
帥
や
く
目
目
層
U
δ

　
ω
＄
黛
y
Q
Q
．
凱
G
。
G
。
栖

③
門
び
。
三
流
。
客
前
証
書
二
六
七
頁
。

④
階
。
≦
ρ
巳
毛
。
房
噸
0
9
葺
き
暮
p
蔓
9
申
鷺
霞
a
o
8
μ
く
○
ド
H
H
．
℃
． 　

⑳
ω
・
≦
、
脳
弓
母
（
o
℃
．
o
搾
尋
や
H
c
。
P
亀
謹
ρ
一
二
○
。
）
は
そ
れ
を
更
に
非
霧

　
民
だ
け
に
限
定
し
て
い
る
。

⑤
じ
ご
塞
。
罫
麟
幽
鈴
○
■
ω
．
。
。
①
汐
国
財
同
窪
σ
。
茜
讐
く
こ
箆
缶
。
・
島
2
μ
。
ω
自
巳

　
創
霧
諺
『
畠
○
馨
舞
（
開
嵩
。
×
囲
〆
）
ψ
」
O
メ

⑥
H
o
窪
器
ω
ピ
碧
同
窪
鉱
8
い
団
鳥
o
ρ
α
①
諺
お
蜂
辱
H
o
欝
ワ
。
。
“
。
一

　
U
δ
畠
。
辱
H
・
卜
。
o
。
h
U
δ
昌
景
●
頃
騨
ド
H
轡
Q
。
一
℃
o
嵩
ロ
×
Q
。
’
篇
ど
ω
o
ロ
○
＝
⇔

　
歪
暮
■
諺
滋
。
魯
噛
ω
讃
9
ω
「
〈
曾
密
ミ
普
§
U
負
．
O
①
津
。
ω
夢
■
℃
簿
ヨ
．
や

　
濫
b
⊃
9
・
ω
鋳
ざ
凱
。
ゆ
。
・
「
＜
’
醗
。
ミ
曽
異

⑦
毛
騎
紗
獅
男
ご
0
9
9
鋳
g
鶯
び
興
蝕
。
舞
江
ω
畠
窪
望
謬
畠
①
．
財
旨

　
く
。
話
β
o
び
（
瓢
凶
ω
梓
○
吋
一
餌
　
ノ
㍉
H
同
目
）
噂
Q
Q
●
N

⑧
℃
裟
。
。
言
．
り
。
。
”
卜
。
…
分
膠
o
g
．
×
齢
ω
ρ
×
冒
H
◆
込
。
㊤
辱

⑨
H
ピ
嵩
－
刈
9
払
。
。
－
ト
つ
り
伊

⑩
　
霊
暮
「
い
賓
搾
■
①
◎

⑪
○
｝
陣
く
曾
「
o
や
9
什
こ
や
①
㎝
．

⑫
、
諏
飾
気
。
N
■
卜
。
山
1
ω
噛
㎝
l
H
謹
昇
幽
Q
り
○
野
お
闇
冨
．

⑬
　
尚
、
類
似
…
の
伝
承
と
し
て
一
〇
〇
〇
び
ざ
司
．
O
H
．
溝
δ
け
4
℃
プ
質
O
o
プ
O
履
O
ω
．

　
団
δ
刈
参
照
。

⑧
村
用
堅
太
鄭
、
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
（
『
史
学
雑
誌
』
六
四
i
一
一
）
～
二

　
一
一
九
頁
。

⑮
麟
窪
畠
■
》
》
‘
Q
。
。
巨
同
窪
島
累
。
σ
Q
ρ
鉱
窪
ρ
器
ω
汁
ざ
只
｝
頃
ω
じ
×
メ
＜
H
H

　
（
℃
ρ
詳
卜
⊃
）
お
零
）
や
ト
。
。
。
P
℃
9
巴
蔓
。
暁
想
。
邑
ω
貯
鋒
○
ω
（
○
器
④
8
伊
旨
q

　
肉
。
欝
。
〈
o
一
く
H
ぎ
」
）
や
濾
9
9
℃
窪
器
一
ピ
H
．
。
。
一
．
b
。
●

⑯
　
　
識
際
期
縄
謙
一
二
、
晶
肘
掲
弧
鯛
漸
人
一
轟
ハ
轟
ハ
翼
。
　
甥
憎
O
溢
O
甥
肺
ω
O
一
〇
葺
ρ
二
（
一
ン
｛
O
σ
q
餌
円
陣
麟
雛

　
ρ
β
o
ω
訟
9
ど
℃
陰
b
。
蒔
ρ
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⑩
髭
呉
ω
9
卜
。
“
。
μ
響

⑧
国
議
囲
「
舞

⑲
　
．
抵
唱
．
箴
。
き
畷
1
ω
．
尚
団
お
雛
。
け
げ
は
こ
の
記
寮
の
信
葱
性
を
疑
っ
て
、

　
民
会
へ
の
参
加
は
そ
れ
以
前
か
ら
畠
。
測
器
に
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、

　
ω
0
5
⇔
の
立
法
に
続
く
混
乱
時
代
に
良
⑦
h
斜
。
睦
。
に
許
さ
れ
る
に
鋼
つ
た

　
と
考
え
て
い
る
（
o
℃
．
o
騨
‘
℃
．
の
。
◎
）
。

⑳
瞠
暮
．
ω
。
｝
●
b
。
O
占
・

五

島
α
ヨ
。
ω
（
民
会
）
の
勝
利

　
i
麟
δ
細
細
①
畠
。
。
改
革
の
成
立
1

　
前
章
に
お
い
て
は
麟
惹
ω
夢
窪
耐
ω
改
革
の
背
景
と
な
っ
た
繕
旨
。
。
・
（
民
衆
）

の
存
在
形
態
を
廻
っ
た
が
、
次
に
こ
の
章
で
は
彼
ら
の
意
向
が
民
会
を
中
心
に

纒
め
ら
れ
、
園
ざ
尻
夢
窪
伽
ω
改
革
に
到
っ
て
彼
ら
α
酬
讐
8
（
民
衆
）
の
支
配

が
島
謹
。
ω
（
民
会
）
の
支
配
と
し
て
実
現
さ
れ
る
過
程
を
追
求
し
よ
う
。
然

し
そ
の
前
に
　
囚
一
腰
簿
げ
曾
騨
改
革
の
成
立
に
関
す
る
研
究
史
上
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
年
代
に
関
し
て
議
論
も
あ
る
が
、
従
来
主
と

し
て
論
議
さ
れ
て
き
た
の
は
改
革
断
行
前
後
の
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
で
あ
っ

②た
。
原
史
料
た
る
麟
酵
8
簿
8
と
、
臥
飾
㌶
。
き
は
下
の
よ
う
な
順
序
で
述
べ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
改
革
断
行
の
時
点
は
国
卿
。
自
0
8
ω
で
は
ω
、
、
心
添
自
◎
き
で

は
⑯
で
あ
り
、
内
こ
の
二
つ
の
史
料
は
一
致
し
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
ゆ
更
に
改

’A“．

刀。λ．

21－1

H・・

21－1

21－1

21－1

侶…主政倒壊

Isagoras

　arch5n
KleisthenEs
　大衆の指導一ig

　となる

（辮騙翻

⑪
恐6i2・一・

㈱20－166

⑱20－1
66
U9

⑯※
66
U9

以下改革の内容

※　（4）の個所の’AzP，刀0λ

　　の記事　‘董π0δごδの9rijo

　πλ｛｝がε‘τ加πoλζτε！αン

70　120－2

20－2
20－3

70
V2

20－2
20－3

70
V2

20－372

催…主政倒壌

KleisthenEs

　劣勢
1〈leisthenEs

　足衆を味方に
　つける
（i霧藻駿稿設置）

王sagoras

　劣勢
Isagoras
　I《二leomenδS

　を掘く
Aklme6nidai
　等の濱二者追
　放
lsagoras

　の専横
　boUIEの反抗

ω

②

③

ω

㈲

㈲

⑦

㈲

2e－372

20－373

　　　　Kleomen6s（9）

　　　　　　退く

（iG

t：1’e－hig　EI／｛EIIEIgi　nes

　　復帰

革
・
断
行
時
の
囚
冨
富
夢
Φ
⇒
習
の
役
割
乃
簗
地
位
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
。

　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
⑤

誠
お
轟
①
洋
讐
♂
＜
ρ
山
㌣
○
震
ど
｝
9
0
0
σ
団
等
は
彼
が
改
革
案
を
斑
会
に
提
出
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

考
え
て
い
る
し
、
じ
d
篇
。
。
o
零
は
彼
が
提
会
か
ら
全
権
を
委
任
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
畿
賭
の
彼
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
p
霧
｝
急
嵩
と
す
る
も
の
に
冨
o
O
び
網
（
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

O
。
。
語
学
）
、
彰
罵
窪
げ
①
曙
（
㎝
8
＼
c
。
醤
）
が
居
り
、
疹
霧
讐
。
蔓
簿
留
と
す
る
も
143　（！43）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
に
ゅ
霧
。
｝
8
切
。
ざ
0
7
0
0
ヨ
。
｝
ぞ
。
。
が
居
る
。
ま
た
ス
m
魯
務
け
。
（
搾
は

P
o
ヨ
。
夢
興
副
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
改
革
の
成
立
に
関
し
て
だ
け
で
も
、
お
よ
そ
上
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
さ

れ
て
き
た
、
そ
し
て
そ
の
点
の
議
論
が
従
来
の
同
仁
φ
雛
夢
。
騒
ω
叢
叢
研
究
の

も
、
）
一
つ
の
中
心
課
題
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
も
上
の
寓
酵
？

畠
。
け
8
と
べ
擁
飾
山
気
顧
の
記
窮
を
手
掛
り
に
し
て
、
畠
α
ヨ
霧
（
民
会
）
の
動
向

を
採
り
な
が
ら
、
困
自
。
ジ
鉱
回
2
謡
⑳
改
一
革
成
立
の
事
悩
…
を
と
ら
え
た
い
と
思
う
。

　
婆
a
ψ
夢
。
瓢
ω
改
革
に
到
る
諸
訳
件
の
端
緒
は
僑
主
の
追
放
で
あ
っ
た
（
9

一
鳶
O
醤
）
。
勺
①
｛
ω
溢
露
鋒
。
ω
平
身
は
民
衆
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、
　
そ
の
子
供

の
時
代
の
政
治
、
特
に
そ
の
末
期
の
そ
れ
は
反
動
的
で
、
貴
族
派
と
も
妥
協
酌

　
　
　
⑩

で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
妥
協
は
長
続
き
せ
ず
、
〉
野
謹
。
α
鵠
筏
蝕
及
び
そ
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

方
の
者
は
亡
命
す
る
と
共
に
、
外
国
か
ら
復
帰
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
諸
等
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

国
内
の
残
留
貴
族
と
戦
い
を
交
え
た
。
こ
の
亡
命
貴
族
と
残
留
貴
族
（
1
1
燃
主

の
友
S
緊
。
q
蝿
窃
ぐ
叫
ξ
黙
ミ
§
〔
．
転
』
。
N
』
9
ご
）
の
争
い
の
中
に
、
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

後
の
隈
δ
誘
夢
①
μ
伽
ω
派
と
同
ω
㊤
σ
q
o
奏
ω
派
の
争
い
の
芽
生
え
が
み
ら
れ
る
。
こ

の
両
派
の
内
容
は
、
後
者
は
、
普
通
、
昔
の
平
地
党
の
系
統
を
ひ
く
土
地
所
有
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
亡
命
し
つ
つ
も
活
動
を
続
け
得
た
貴

族
で
あ
る
か
ら
、
国
内
の
土
地
所
有
に
頼
ら
ず
尊
ら
商
業
活
動
や
征
服
地
の
経

営
に
依
存
せ
る
貴
族
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
〉
節
ヨ
0
9
三
9
は
亡
命
地
か
ら
の
帰
鯉
に
失
敗
し
て
、
ψ
》
戸
内
王

隊
ざ
○
影
窪
評
に
諺
鉱
叡
⇔
蝕
の
解
放
を
依
頼
し
た
の
で
、
、
彼
は
》
夢
9
鉱

に
干
渉
し
て
侮
主
を
追
放
し
だ
刃
こ
の
後
7
算
α
q
o
養
の
と
四
白
。
冨
毎
。
為
ω
の

対
立
が
表
礪
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
墜
9
。
。
9
§
留
改
革
は
こ
の
雨
者
の
争
い

の
中
で
断
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
濃
墨
は
ど
の
段
階
で
、
ど
の
よ

う
な
形
で
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
触
れ
た
如
く
、
改
革
断
行
の

時
点
は
麟
黛
。
自
。
ぎ
の
で
は
ω
W
、
”
藁
も
．
心
。
抽
で
は
㈹
で
あ
り
、
後
者
の
ω
に
は

十
部
族
制
の
改
革
に
は
触
れ
ず
に
唯
勘
笥
。
窯
忠
n
焼
も
莉
賦
黛
“
『
豊
㌶
。
却
9
ヘ
ミ

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
従
来
こ
の
二
つ
の
叢
薄
の
聞
に
相
違
が
あ
る
と
さ
れ
て

　
⑫
き
た
所
以
で
あ
る
。
然
し
我
々
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
の
矛
盾
を
克
服
し
得
る
と
思
う
。

　
ω
．
臥
飾
自
。
抽
卜
。
O
占
で
開
冨
♂
蕩
。
畠
ω
劣
勢
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
突
は

対
立
者
の
H
。
。
ρ
σ
q
o
顕
ω
が
錠
。
げ
α
昌
に
な
っ
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
ま
た

．
臥
飾
寝
。
ト
b
。
O
高
～
b
⊃
サ
日
の
個
所
で
は
既
述
の
如
く
亀
ヨ
○
ω
阻
篁
α
夢
○
ω
で
あ

る
。
従
っ
て
、
臥
飾
自
。
N
．
昏
3
0
高
の
記
事
と
曽
…
回
の
記
事
は
対
応
し
、
こ
の
二

つ
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
②
、
葛
飾
q
皇
．
N
？
H
の
詞
。
き
幕
へ
9
は
衛
民
権
と
い
う
意
味
で
は
な
く
政
権

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
覧
蝉
ぎ
。
。
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
罠
衆
全
体
を

指
す
。
従
っ
て
瓢
§
。
蠕
き
詫
畦
も
§
叙
薯
へ
銭
℃
母
。
き
鳶
登
℃
と
は
、
民
衆
に
政

権
を
与
え
た
。
つ
ま
り
改
草
を
断
行
し
て
、
昆
衆
の
麦
配
た
る
民
主
政
を
樹
立
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⑱

し
た
と
い
5
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
≦
匿
？
○
Φ
ご
，
は
同
所
を
ニ
コ
7

く
①
拳
。
唱
。
亡
妻
〇
＃
8
器
器
増
¢
ヨ
℃
環
巨
ぎ
p
ヨ
と
解
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て

、
臥
位
窺
。
ト
。
。
趣
占
の
用
語
例
を
ひ
い
て
い
る
。
今
、
我
々
は
更
に
同
種
の
用
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

例
を
出
石
○
自
9
8
や
7
0
自
暮
。
ω
の
表
現
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
ら
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
瓢
週
。
黛
吻
。
宮
凡
も
鵠
欲
魅
襲
蝿
蓄
隷
曳
舞
黛
食
℃

を
改
革
の
断
行
と
解
す
る
こ
と
ほ
決
し
て
不
要
然
で
は
な
い
と
思
う
。

　
従
っ
て
同
自
注
ω
夢
2
嶺
切
改
革
は
す
で
に
彼
の
騎
品
土
釜
と
の
争
い
の
初
期

に
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
貴
族
間
の
争
い
に
破
れ
た
一
方
の
貴
族
が

民
．
衆
と
結
舎
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
に

於
け
る
解
o
p
o
ヨ
冨
概
念
の
変
化
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
結
論
か
ら
い
・
兄
ば
、

儲
主
の
一
人
麦
配
に
対
立
し
て
貴
族
間
の
平
等
も
あ
ら
わ
す
～
8
さ
な
ざ
な
る

語
が
困
睡
。
培
養
μ
Ω
袖
ω
改
革
を
境
に
し
て
亀
B
o
ξ
馨
㌶
と
同
義
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
民
主
政
期
を
通
じ
て
寡
横
雪
の
窪
p
o
ヨ
霞
に
対
す
る
民
主

派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
謎
○
轟
。
三
智
が
本
来
貴
族
問
の
平
等
を
示
し
た
こ
と
は
↓
ぴ
○
償
油
団
象
縞
ω
鵠
目

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

①
卜
。
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
億
主
殺
し
の
ω
犀
。
課
○
鵠
に
も
岡
義
で
用
い
ら
れ
、

僻
…
主
が
倒
れ
た
後
に
す
ぐ
れ
た
民
主
政
が
実
現
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
貴
族
問

の
均
衝
状
態
が
続
い
た
こ
と
を
示
す
。
他
方
監
理
○
島
。
ぎ
。
。
は
こ
の
語
を
翫
、

語
。
匿
舜
け
貯
と
同
義
に
用
い
て
い
る
。
彼
が
亀
日
9
農
㌶
す
を
動
黛
象
山
嶺
e
℃

等
の
表
現
で
あ
ら
わ
し
た
こ
と
は
上
述
し
え
が
、
こ
．
の
蒔
彼
は
ま
た
～
q
。
ミ
ミ
㌶

な
る
語
を
象
ヨ
o
H
自
答
貯
と
同
義
に
用
い
て
い
る
（
⇒
唄
．
○
。
O
）
。
と
こ
ろ
で
、

そ
の
岡
じ
鵠
霞
。
畠
簿
。
ω
は
別
の
個
所
（
＜
旨
口
耳
）
で
賦
蕊
。
。
夢
§
酵
こ
そ

島
轟
さ
ζ
簿
貯
を
確
立
し
た
人
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
鼠
ヨ
○
ξ
簿
㌶

の
思
想
的
表
規
た
る
ヨ
。
ご
。
ヨ
㌶
も
彼
に
歯
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
語

が
古
い
意
味
か
ら
新
し
い
意
味
へ
の
転
化
す
る
一
つ
の
契
機
を
我
々
は
H
〈
一
。
7

u。

ｲ
§
劉
改
革
の
中
に
見
臨
す
こ
と
が
繊
来
る
。
囲
く
一
陣
ω
夢
①
H
議
。
・
が
貴
族
間
の

対
立
の
中
で
政
界
に
登
場
し
、
H
㌶
㈹
霞
霧
に
先
を
越
さ
れ
て
一
且
後
退
し
た

後
に
、
民
衆
を
味
方
に
つ
け
て
民
主
的
改
革
を
断
行
し
た
と
い
う
歴
史
的
審
情

は
こ
の
ジ
。
き
二
二
概
念
の
変
化
の
中
に
も
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
彼
の
態
度
に
お
け
る
か
か
る
突
然
の
変
化
は
「
緊
8
誘
夢
。
薮
も
・
の
階
巾
飛
躍
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
そ
の
実
体
は
す
で
に
述
べ
た
如
く

瓢
馨
黛
ぎ
評
で
⇔
§
き
瀞
へ
島
て
司
。
却
誘
ヘ
ミ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
舎
の
鳳
倒

嘗
。
ω
は
＆
ヨ
。
匂
。
（
民
衆
）
と
い
う
意
味
の
外
に
民
会
と
い
う
意
味
を
も
暗
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
（
徹
ヨ
。
ω
と
い
う
語
が
、
民
衆

と
い
う
意
味
の
外
に
民
会
と
い
う
意
味
を
も
含
ん
で
い
た
の
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
証
拠
と
し
て
我
々
は
B
．
C
．
六
世
紀
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
成
年
の
誓
い

の
言
葉
（
℃
○
嵩
蒙
Q
。
」
O
∬
ω
ε
σ
ρ
窪
ω
艶
。
酵
昏
q
。
．
彊
。
。
’
）
を
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
れ
は
、
当
時
す
で
に
民
会
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を

示
す
と
高
湿
に
、
民
会
を
覧
灘
9
と
い
う
語
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
従
っ
て

我
々
は
剛
勇
Φ
富
夢
2
重
切
改
革
の
背
録
と
し
て
民
会
の
存
在
を
考
え
ね
ば
な
ら
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な
い
ひ
そ
こ
で
以
下
こ
の
改
革
の
成
立
に
到
る
事
情
を
民
会
の
動
き
に
即
し
て

追
求
し
よ
う
と
思
う
。

　
貴
族
制
時
代
に
民
会
の
よ
う
な
形
で
難
題
の
意
志
が
全
共
同
体
的
に
（
識
食
竿

響
騰
へ
）
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
あ
げ
た
日
ぎ
巳
受
島
（
扇
ω

困
．
這
①
の
例
か
ら
も
察
し
得
る
。
従
っ
て
民
衆
は
国
家
市
民
と
し
て
民
会
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

員
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
目
δ
巳
受
良
烏
。
。
が
司
ミ
翌
需
へ
と
い
う
語

を
用
い
る
場
合
「
こ
ぞ
っ
て
」
と
い
う
程
度
の
意
味
が
多
く
（
H
・
峯
ω
層
り
ρ
＜
．

ω
ρ
＜
羅
H
・
O
ど
詮
）
、
必
ず
し
も
－
曾
需
へ
の
方
に
璽
点
が
あ
る
訳
で
は
な
い

が
、
か
か
る
農
民
の
動
き
ば
彼
ら
が
法
制
的
に
は
國
家
市
民
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
解
す
る
外
な
い
と
思
う
。
然
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
当
時
の
民
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
苧

機
能
を
過
大
視
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
一
部
の
説
で
は
民
会
が
貴
族
制
下
で

鍵
。
び
α
謬
の
選
任
に
関
係
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
人
肥
性
の
疑
わ
れ
て
い

る
鼠
飾
寄
。
ト
（
劇
ー
ト
Ω
）
の
O
窮
疑
α
影
の
法
律
に
関
す
る
記
纂
に
依
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
民
会
が
国
擬
上
問
題
に
な
る
の
は
ω
o
ヨ
P
℃
蝕
臨
。
。
諸
隊
。
。
。
以
後
で
あ
る
。

そ
れ
は
丁
度
、
臨
日
。
ω
（
区
）
や
魯
讐
○
切
（
民
衆
）
が
貴
族
制
下
に
も
そ
の

存
在
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
中
央
政
治
と
の
関
係
は
B
．
C
．
六
世
紀
に
な
る

逡
密
接
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
○
り
2
9
回
の
政
治
の
権

、
限
の
源
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
一
部
の
説
で
は
彼
は
畏
会
に

よ
っ
て
全
権
を
賦
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
℃
o
鼠
。
。
窪
暮
。
。
。
の
時
代
に

な
る
と
畏
会
は
濁
制
上
の
重
要
な
機
関
と
な
る
。
彼
が
民
衆
に
護
衛
兵
を
与
え

て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
時
、
そ
れ
を
許
可
し
た
の
は
畏
会
で
あ
っ
た
（
麟
（
拝
押

沼
嚇
歪
暮
●
ω
o
ド
ω
O
）
。
続
く
儲
主
の
子
供
達
の
時
代
に
な
る
と
〉
夢
ぎ
a
人

が
一
つ
に
纏
め
ら
れ
る
傾
向
が
ま
す
ま
す
明
瞭
化
し
て
く
る
。
蛮
鐸
。
自
。
ぎ
。
。

は
℃
o
臨
ω
鉾
暮
。
ω
の
時
代
に
つ
い
て
は
．
㌧
鶏
ミ
鋒
、
ミ
な
る
語
を
中
心
市
の
貴

族
派
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
（
囲
①
卜
。
・
占
駆
）
が
、
そ
の
子
供
達
の
時
代
の

記
述
で
は
こ
の
語
を
》
ヰ
節
9
．
に
住
む
全
住
民
の
意
味
に
用
い
て
い
る
（
＜
．

①
α
）
。
従
っ
て
同
所
で
鵠
騨
○
自
纂
。
㏄
が
「
（
彼
ら
は
）
〉
夢
劉
鉱
人
の
聴
す
る

が
ま
ま
の
条
件
に
服
し
た
（
伽
§
、
o
～
ミ
題
O
曵
ミ
8
。
“
．
諏
暴
露
ミ
）
」
と
い
っ
て

い
る
の
は
、
既
に
こ
の
時
代
に
〉
夢
α
霧
一
人
全
体
が
共
通
の
意
志
衰
示
を
為

し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
民
会
に
よ
っ
て
表
わ
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
類
釧
同
○
鳥
。
け
。
ω
は
反
翻
餌
σ
q
o
器
ω
派
、
反
ω
℃
勲
詳
ρ

派
の
す
べ
て
の
も
の
を
”
訳
了
与
謝
。
へ
と
か
動
凶
蓑
＄
と
か
呼
ん
で
い
る
（
＜
．
誌
－

ぱ
）
が
、
　
こ
こ
に
（
頴
旨
。
ω
が
階
級
的
な
意
味
で
は
な
く
、
、
臥
魅
ミ
象
、
ミ
つ
ま

り
国
民
と
も
い
う
べ
き
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
遂
に
穴
一
2
・
。
窪
。
濠
。
。
改
革
直
前
期
に
な
る
と
、
蝿
会
は
ま
す
ま
す

そ
の
意
義
を
増
し
、
国
家
の
重
要
問
題
も
こ
こ
で
最
終
的
に
決
｛
疋
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
囚
同
o
o
ヨ
窪
謬
が
目
。
。
簿
σ
q
O
奏
も
。
櫨
マ
の
三
〇
〇
人
に
政
権
を
渡

そ
う
と
し
た
時
「
斑
衆
が
集
っ
て
（
q
¢
薄
魅
も
ミ
q
象
ミ
＄
『
o
α
計
N
ホ
魅
o
c
n
）
」
（
、
駄
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1〈1eisthenE…s　改革と　dEmos　（合阪）

　
心
。
酋
“
。
？
ω
）
彼
ら
を
追
放
し
た
と
い
う
の
に
、
お
そ
与
く
民
会
で
反
対
が

蓑
明
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
す
ぐ
後
に
囚
8
0
日
。
畠
ω
が
再
び

訂
冨
蕊
置
を
陥
れ
た
時
、
｝
夢
似
P
鍮
人
は
彼
の
味
方
を
し
た
諺
夢
α
昌
鉱
人
の

叡
を
と
り
こ
わ
し
（
ミ
町
。
～
3
、
§
§
隷
薄
寒
ミ
）
”
そ
の
財
産
を
没
卜
し
、
（
醜
秤

＆
§
畿
寂
騰
＆
§
ソ
彼
ら
を
死
刑
に
す
る
よ
う
に
（
亀
・
§
諺
象
遷
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
⑳

§
S
、
§
耳
。
）
罠
会
が
決
議
し
て
い
る
。
　
然
し
民
会
の
権
限
の
増
加
に
つ
い
て

特
記
さ
る
べ
き
は
、
僻
…
主
政
倒
壊
後
霞
。
｝
ふ
轟
が
民
会
で
選
ば
れ
た
こ
と
で

あ
る
（
、
臥
魅
■
自
o
N
　
も
⊃
卜
o
I
㎝
）
。
こ
の
最
高
官
職
が
民
会
で
選
幾
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
民
会
の
権
威
が
最
高
度
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ

て
屋
鉱
ω
夢
Φ
冨
ω
改
革
直
前
に
お
い
て
は
民
会
が
す
で
に
事
実
上
国
権
（
ξ
㍗

8
。
・
）
の
最
高
機
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
改
革
の
成
立
の
背
景
に
民
会
の

賛
同
の
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
唯
、
そ
の
場
合
に
於
け

る
囚
8
冨
昏
。
昌
α
ω
の
資
格
は
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
当
面
の
我
々
に

と
っ
て
重
要
な
の
は
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
地
位
で
斑
会
と
結
び
つ
い
た
に
せ
よ
、

事
実
上
は
そ
の
改
革
は
民
会
の
承
認
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

然
ら
ば
そ
こ
で
の
重
点
ぽ
屋
鉱
暮
剛
お
滋
ω
の
上
に
よ
り
は
む
し
ろ
碁
会
の
上

に
お
か
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
5
。
民
主
致
を
確
立
す
べ
き
改
革
が
、
そ
の
中

心
機
関
た
る
畠
琶
○
。
。
（
三
会
）
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
結
果
、
儒
釧
営
。
。
・
（
民
会
）

の
勝
利
（
騨
頃
馨
O
u
。
）
が
実
現
さ
れ
る
と
共
に
、
（
嶺
ヨ
。
写
暮
㌶
が
制
度
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
①
。
h
．
ω
。
鉱
。
ざ
涛
‘
日
ぎ
量
富
O
h
Ω
・
騨
昏
2
塗
．
き
δ
門
戸
。
。
（
国
帯

　
霞
証
ρ
H
メ
）
や
嵩
㎝
識
．

　
②
　

一
九
二
〇
年
代
以
前
の
諸
説
は
ω
o
げ
欝
。
ロ
。
＝
影
⑦
鴫
お
舅
．
増
N
盗
壇
Ω
罵
O
亭

　
o
｝
○
σ
Q
δ
鳥
黛
函
圏
○
冨
夢
〇
三
。
。
0
9
コ
甥
○
｛
o
諺
ざ
昌
（
譲
凱
。
諸
拷
く
）
ω
。
Q
。
鵯
簿

　
　
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
以
後
の
重
要
な
研
究
と
し
て
は
ノ
＜
ρ
伽
？

　
O
鶏
ざ
。
や
鼠
什
‘
ワ
μ
Q
。
α
摯
℃
霞
お
暮
茎
○
唱
。
9
f
》
一
）
娼
0
5
良
区
く
H

　
℃
．
ω
ω
陣
喩
・
が
あ
る
。

③
二
曹
回
。
茎
○
℃
．
9
¢
や
お
団
鯨

④
宅
巴
。
6
。
莞
℃
○
や
。
搾
こ
℃
・
回
ω
①
■
に
ト
。
塗

⑤
賢
8
び
ざ
｝
簿
ほ
。
。
’
娼
b
O
メ

⑥
b
づ
話
。
搾
騨
幽
鈍
○
‘
ω
陰
。
。
8
．

⑦
ω
。
冨
畠
＄
ヨ
④
α
q
が
R
旨
Ω
肖
9
δ
ご
σ
q
5
Q
り
．
ω
繊
参
照
。

⑧
目
9
‘
Q
り
・
ω
。
。
萌
参
照
。

⑨
　
丙
9
ゆ
貯
。
。
審
象
讐
d
こ
¢
暮
興
曽
。
ぴ
自
薦
窪
塁
ρ
夢
①
巳
。
。
9
0
”
切
①
ま
a
①
ロ

　
（
国
嵩
。
×
×
×
鶴
H
）
ω
●
、
野

⑩
”
臥
飾
演
。
N
払
Q
。
1
《
伊

⑪
一
当
●
同
．
①
野

、
⑫
頃
無
「
＜
●
①
卜
。
’

⑬
じ
ご
器
0
5
費
曾
○
‘
Q
り
’
。
。
①
9

⑭
切
器
。
ぴ
ρ
●
勲
．
ρ
”
Q
Q
e
。
◎
＄
◎
翼
δ
。
。
ρ
ヒ
づ
‘
d
ぴ
費
ン
江
。
・
ε
げ
Φ
冨
ψ
、
○
。
ω
－

　
〇
三
〇
算
Φ
血
窪
暮
幕
蝕
も
。
o
｝
冒
①
謬
く
。
臥
器
㏄
2
お
（
譲
．
N
．
切
〔
鯉
Q
。
ω
）
ω
・
幽
。
。

　
｛
∴
国
冨
窪
び
震
0
9
噌
○
艮
σ
q
紳
塁
”
や
鵠
ρ

⑯
該
無
9
＜
’
8
し

⑩
寓
舞
■
＜
陰
O
。
。
鳩
①
餅
O
黛
”
匿
飾
霞
。
N
」
？
N
聴
①
圏
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⑰
誓
冨
g
①
諄
き
》
・
さ
欝
ダ
P
Q
。
食
ω
。
。
9
≦
巴
ぎ
贋
b
℃
．
a
け
二
や
お
り
．

⑯
．
／
！
、
銭
9
0
。
蔓
曽
。
℃
邑
葺
こ
℃
払
ω
P
置
メ

⑲
頴
黛
‘
＜
■
逡
（
勤
書
も
…
…
司
費
鳶
切
§
塁
建
尊
℃
ミ
N
ε
H
ら
。
o
g
〆
霞

　
お
り
（
唖
鷲
鵠
艶
へ
て
：
：
：
黛
。
§
ぞ
恩
箋
二
曹
へ
瓢
隷
窃
e
鳶
℃
）
。

⑳
。
囲
曜
瓢
G
舜
H
ピ
区
く
さ
ひ
8
■

⑳
o
Q
。
げ
霧
h
Φ
が
ρ
■
p
ρ
Q
り
。
δ
O
邑
（
警
・
醜
呂
2
鼠
ミ
◎
℃
鳶
ミ
玲
謹

　
～
8
ミ
琶
。
の
脅
．
臥
魅
堂
駐
日
§
。
S
q
腎
ミ
Y

⑳
匿
σ
q
ま
芦
。
や
a
f
℃
ザ
同
b
。
①
．

⑳
を
蝕
①
6
費
ざ
。
や
島
r
℃
幽
竃
9

⑳
！
く
匿
？
○
霞
）
♂
。
や
a
ρ
．
や
鼠
避

⑧
ご
ご
霞
ざ
旨
切
二
曲
出
軍
。
曙
O
h
O
窓
。
8
”
唱
」
刈
。
。
葺
く
鋤
ご
巨
直
ρ
費
p
・

　
ρ
ω
・
器
．

⑳
ノ
く
蝕
9
0
。
蔓
’
。
℃
．
簿
‘
℃
．
誌
∬
切
口
。
。
。
貫
ρ
ρ
○
‘
ω
．
。
。
①
O
．
尚

　
0
り
○
ぴ
P
暗
代
の
民
会
に
つ
い
て
は
O
｛
O
σ
q
・
び
筆
。
陣
．
劉
亀
嚇
℃
困
舞
汁
Q
り
○
即

　
9
り
参
照
。

⑳
Q
D
島
。
押
》
ユ
ω
8
嘗
㍊
占
．
翁
g
卜
⊃
磁
。
。
．

六
　
結

転口口

　
上
に
於
い
て
我
々
は
亀
日
。
ω
共
同
体
の
組
織
が
臨
ヨ
8
（
民
衆
）
の
興

隆
を
媒
介
と
し
て
、
職
工
。
ω
（
民
会
）
を
中
心
と
す
る
甥
。
】
一
ω
共
同
体
の
段
階

に
迄
拡
大
さ
れ
る
過
程
を
追
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
応
厩
主
政
の
成
立
過
程

の
概
略
は
辿
り
得
た
と
思
う
。
勿
論
残
さ
れ
た
問
題
も
な
い
訳
で
は
な
く
、
例

え
ば
上
の
二
つ
の
共
同
体
の
間
の
基
本
的
相
逮
は
奴
隷
制
の
発
展
度
の
違
い
に

基
ぐ
共
岡
体
の
構
造
的
（
質
的
）
差
異
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
①
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
我
々
の
上
の
研
究
に
於
い
て
も
、

亀
諺
。
ω
（
民
衆
）
の
興
隆
と
奴
隷
制
の
普
及
を
関
連
さ
ぜ
て
追
求
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
5
。
然
し
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
視
点
の
問
題
の

外
に
、
我
々
が
各
各
の
冒
頭
及
び
行
論
途
中
に
あ
げ
た
研
究
史
上
の
個
々
の
問

題
点
の
中
で
も
、
多
く
の
も
の
が
答
え
ら
れ
ず
に
保
留
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
正

確
な
瞬
ぽ
誹
夢
①
濠
。
。
改
革
像
の
確
立
の
為
に
は
（
観
溝
○
ω
の
研
究
に
だ
け
限

っ
て
も
、
依
然
と
し
て
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
の
解
鴫
は
後
臼
の
研
究
に
待
つ
と
し
て
、
今
は
唯
、

匿
ざ
冨
夢
①
瓢
ω
改
革
の
歴
史
的
意
義
は
貴
族
制
下
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主

政
の
諸
要
素
を
受
継
ぎ
、
そ
れ
を
よ
り
高
次
の
段
階
に
於
い
て
有
機
的
に
統
一

し
た
点
に
あ
る
、
と
い
㌧
）
こ
と
を
指
摘
す
る
を
以
て
結
論
に
代
え
、
一
室
筆
を

欄
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
大
学
大
学
院
学
儀
）

　
①
　
太
田
秀
通
、
　
『
共
岡
体
と
英
雄
時
代
の
理
論
睡
　
一
一
一
頁
。

　
　
〔
附
記
。
自
。
自
。
畠
℃
騨
σ
q
o
増
¢
ヨ
及
び
（
剛
o
o
励
。
伸
節
鍵
ぴ
煽
嬉
欝
に
つ
い
て
は
、

　
　
と
り
あ
え
ず
手
許
の
○
。
囲
・
｝
「
を
胴
い
た
が
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ

　
　
た
為
、
H
．
Q
漕
と
の
番
尋
の
対
照
を
（
ω
三
唱
所
収
の
も
の
以
外
は
）
な

　
　
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
こ
の
点
読
者
諸
賢
の
御
諒
承
を
得

　
　
た
い
と
思
う
。
尚
、
本
稿
を
編
集
部
に
提
繊
し
た
後
、
新
村
袖
一
郎
氏
の

　
　
「
シ
ュ
ノ
イ
キ
ス
モ
ス
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
史
講
座
』
第
六
巻
）
が
、
ア
ッ

　
　
テ
ィ
か
の
デ
ー
モ
ス
（
区
）
に
つ
い
て
本
稿
と
同
二
意
見
を
発
話
さ
れ
た

　
　
が
、
諸
藩
は
別
個
に
研
究
し
て
掲
然
　
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
〕
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T’ien，　depeflding　upon　the．teridency　of　public　opinion　and　explained

’that　T’ien－Ming　and　historical　phenomena　are　indivisible；　and

that乃％and　l義are　done，　not　to　win　the　outer　interest　but　to

foliow　the　nature　of　good　which　T’ien　lays　in　the　hurnan　mind．

　　The　development　of　thought　frorn　K’ung－t2zl　to　Me”ng－TzzZ　cannot

be　fully　understood　without　cOnsideration　of　Mo－Tziit　existenee

between　them．

　　　　　　　　　　　　　　　Constantine　and　the　Sun　God

　　　　An　Essay　on　the　so－called　“Constantine－Helios　Controversy”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ichir6　Nitta

　　It　has　been　said　that　“on　the　command　of　Ged”　Constantine

founded　the　new　imperial　capital　holding　his　own　name’in　330

A．　D．　．　According　to　the　Church　Fatliegs，　this　new　city　was　never

sullied　by　pagan　rites．　lt　may　be　no　exaggaration　to　say　that　he，

in　this　period，　breaks　almose　all　the　threads’which　still　bind　hiin

to　the　pagan　past　and　openly　fights　against　the　old　religions．

　　But　in　this　city，　besides　many　Christian　m．　onttments　there　stood

the　colossal　statue　of　Constantine　wearing　the　radiate　crown　of

the　Sun　God　to　whom　he　had　deeply　devoted　for　several　years

before　his　conversion　to　ChrisYiaBity．　Some　researchers　rightly

have　found　out　in　this　statue　his　reminiscence　and　adhesion　eo

the　Sun　God　and　further　his　religious　ambiguity．　The　other　group

っfresearchers，　however，　has皿ade　a　keen　objection　aga沁s£such

a　view　as　theirs　and　led　to　the　so－called　“Constantine－Helios

・Controversy”．　lt　is　the　aim　of　this　article　to　investigate　the

－active　attitude　of　Constantine　desiring　the　christianization　of　the

whole　Roman　Empire．

　　　　　　　　　　　Cleisthenes’　Reforms　and　Dl＝mos

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Satoru　Aisaka

In　£he　strict　sense　of　the　word，　greek　‘dernokratia’　（rule　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　166　）



dEinos）　has　three　meanings；　（i）　the　rule　of　the　coiinmune，　（ii）　the・，

rule　of　the　people　and　（iii）　the　rule　of　the　Assembly．　ln　this．

artlcle　1　tried　to　clarify　how　these　three　dEmos　were　embodied

in　the　age　of　aristocracy　and　how　they　were　unified　ln　the・

reforms　of　Cleisthenes．　And　1　pursued’the　process　in　which　the

Principle　of　autonomy　in　the　eemos　（ehe　vlllage－community）

was　enlarged　and　realized　in　a　higher　stage，　i．　e．　in　the　d6mos，

（the　Assembly），　through　the　rise　of　the　demos　（the　people）．

Consequently　1　found　the　historical　meaning　of　the　reforms　of’

Cleistl・ienes　in　the　fact　that　he　completed　this　process．
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